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概 要

194 8年英回に値林されている主吸針葉樹和についてﾡ厩囲、樹流に上る一般材積 

変 そ 調製 すること が決 められた。各和の2梨方法を子ストし たが枯局政州 カーッ 

CPinus sylvestris Lうの材ﾡ袋は次式で別製された。

Y
可=a+ bX 

ただし

(5) ※

Y=材も

H=樹高

X=断面ﾡC胸高における断面ﾡ)

しかし、本式は欧州ラー(Iarix decidua Mill, syn L europea 

D. C〕に迫用 した場合には不十分な ものであるこ とが分つた。そ こで一般材積表調製の 

手段として、材ﾡ一断面積面線が使えるか、どうかそ調べることとした。この方決は一定樹 

高をつ木について は断岡ﾡに 対す る材積の 回帰は 直線を なすということ に基すいて い る。 

こ の L 納性が次の 7お研c- いへ c aべ ら れ確 された。

各樹 高殺征の断面ﾡ対材ﾡの商線回郷は 次の式で表わせ る。

欧州一" Scots pine CPi nug sylvestris L )
欧州カ ラーツ Furopean Iarch CLarix decidua Millゝ

欧州トッヒ Norway spruce CPicea abies CL karst
コルシカーッ Cor s i ca n pine CPinus nigra var calabrica

CLoud Schneid
ントカトウヒ Sitka spruce CPicca site hen sis CBong

Carr)
ベイ ーン Dauglas fir CPseudotsuga taxifolia 

CPoir Rehder
カラー Japanese larch CLarix leptslcpis CSieb 

and Zucc) Murr

Y=a+bx (6)
上記の方 程式の回帰常数 a お上 び回帰 係数 b樹高 と 一に変 ること ,解つた。

※ 式の番号は本文に 優つた式の番号でめ る。



との関係は多項式で衣わすととが出来る。

a=at + a2 H+an H" +a4 H +.......... (7)
b - bx + b2 H+ b3 H3 +b4H; +.......... (8)

(7と(8)(6c 代入ナれげ一般的材試方器式が得られる。

Y=at+a2H +as H + a4 H: + .........
+ bt X + b3XH+ baXH2 + b』XH"+ …… (9)

式の又は(8 政は両式が面線でoれば. この材積方課式は簡になり. さecat又は 

br 成は両常数が0であれば一留側明てなる。

材微袋は 証接C(9か、et算 出来る。とれは最* 客裁的で 数的に正 し方法であ るが、 

材領式が多くの項を合tr様になると算は証倒cなつて く る。

断面積 材試曲ﾡを使う別の方法は次の様な 4 段諾で材積変を調図ナ るととである。

1. お高彼価にXに関するYのK際回帰を決める

2. Xrに関するYの 1の回綱で求め られたbのMそ 僕つてHC関するbの回州を決める。

3. 同様にして HrC関するaの回帰を決める。

4. (2(3段で求め られた bとa の修正価は証援計算す るが fブ ・ット レた回帰血線か、 

○相当ナる材積を謀みとるととに上 り、材催表を調製するのに関える。

(2xの)段の中Iに一寸した改Rを加 えると役立つ と と が立証さ れた。即もそれは、(3)段で 

得られたbの修正値を方和式Y=a +bX rに入れて、方段式のaの仙を門算すると と 

でのる。

とのnt算された a のdは HC関ナ 名 a の回帰 を決め る時にﾡわれる。この改由一は、 

a の再f さ れた価 を 使 えげ、 He 関す る a の回 ﾡは元の a の ﾡ 製つな時上り一層は- ) 

さり した一定のﾡ向に従らというﾡ所があろ。

6 樹和に対する一般的材融表は との方法での製された。2 つの樹ﾡについては全段時が: 

計算で行なわれたが, 残りの4 樹那につい ては一つ以上の段階がグ ラ フで処型さ れた。

調べ られた 6 樹和cつへて、 Hc関する b の回帰は面線を な し てるか、Jは証ﾡでな 

くて 商線性でるる と仮定して、 その緒果と し て得 eれ る材積表の制便 をそれ種損なわ 

ないことが分つた。

Hに関する aの回帰はかな り変動している。

欧州トウヒ、 米ツ、 カッツでは凹状曲線であり、欧州カラーツ、シトカ トウヒで:よ

ルニ カーではaのfiいづれ も0に近かかプた。Hに関するbのu旅回帰で求めら 

れたbのtを方環式 Y〜a+bX c代入してWat算しなaのfは、は州ラーッの 

場合に が移動した。コルシーについて同じ様に計算されたaは、改州カシ 

マンのH対aの曲検、即も交曲点をﾡつ曲線に似た、 Hに関する aの回帰検を与えた。 

したがつて。一般法則として、 Hに関するaの回帰係は・低いへゼ破では凹形となり、樹 

ﾡに よつては出高施闘の.上部りに変曲点か存在す る。

そとで、aべられた樹t和についての研究では、一般的材積 9»が、普iる形は、

Y=at+asH+anH+b1X+b:XH C9b

となることが示されているが、 a4H、 asH4 の項が付加1えられる時ある。

前に放明した方ﾡで材ﾡ表を訓製した方が良いか、ﾡ小5項、最大17 項からなる方程式

C 9 bうから置接材ﾡ袋をつた方が一脇民いへか・どっかとい 5 問が起つて く そ。

デークがかなりのゝ広いへ版囲載にまとめられると、 度は落ちてく るがこのようcしな 

い と置接*•算は 符号化が必要で あるa 実行不可能となるであら5。しかしたとえ こ のよ 

う にしたとして も 時が簡約されるか、ど うかもがいにはいえないe
この方法の長所は完全に客ﾡ的でめると っ ことであ り、 その主な欠点は色"なグラ フ 

で与タ eれるデー gcつての洞察力が失なわれることである。樹高級任に、回帰線 

Y〜a+bX が叶計算されたなら、全然グマブに止そ解法を使わないでどれだけはの利益 

がえられるかどうかに/へてもいえなV。しかし欧州フーツ・ 改よ州カーツ、 ベイー"、 

力 っ一wの心aic Hに関す るa ,bの回ﾡ線の何向がはつさ ・ している場合には、このui帰 

の計算やb の修正された値でa の価.呼計ぶしたとしても余 り上い結果の得 eu ない ことが 

はつせ りするでか e う。しか し、この 傾向 に您いがあれば Hに関する b の同帰はi球であ 

そと仮定 して・ ciuicteつc a のd 花神a卜がナ る のが述 も 上v。

I届は、林分内、特匸 .単一樹種の針葉a同令林内の、材積一断面ﾡ山線を販扱つてい※へ 

のる過合には、との関係は士普加面線か、それに近いへ*のであるととかっなた。 IRで述べ 

た不均ﾡデークについての材秋一断面 fott総と 一つの林分にいて のゲ ーク から得 られる 

ﾡとの頂在相造点は不均ﾡデークでは、断mﾡに対する材試の回帰線は一定の対高ではは 流 

ﾡであるが、 •方林木全て が、同一林分からとられなものであれ、樹商に無関係に面線 

となるこ とである。

とαx8ﾡの目的は、樹、地位、林令、「伐方法の坐なる林分内で、 どの様にして、材

曲繰の下部やは り 凹状であるが曲線が交化して、上部では凸状となているo
積一断面啟頂㈱ 死求め るかというこ とでめの ろo



この突化 を8べ 名ための資科は、林野・ rores Comm ission o両定 n地。 

砂から得られた もので ある。これらのtm地は、 正常にm役が行なわれて士り、3～6 

年川2で訓定か級返されている。松返し書定の/rに、約8本のも木sample tree 
の材才ﾡが決定された。とれらの毎本木はﾡﾡ地の/四のの闘全にIつている。ただし 

C通択方法は主製的でみる※うなザならげば砕形のつ点で、渊定時忆樹新および細いがそC林 

分の "代表 " であ る木を通ぶ こ と でみ つた か.ら。

次の調定時に同 じ悌率木を 選ぶ梯にけ して ない。材試対師テ面ﾡの回帰は このi本木力6 
推定される。との推定は数2前生ではグラマを使つて行なわれていたが、 極く最近では、 

回郷線は 次の方根式で死 されて い ろ。

・ Y=a+bX
ただし

Y：材殯

X: 断面依

a,b:常数

回帰常数a、回帰係数b ・ 政は その両者を 推す る 铸c 渋きは次の 原因めか、exつたも。 

である。

i 决測の際の誤羽、これは穴り小さいのででないことが知られている。

iフ 計算せナに 目調で回帰級を ひ く ための;準％ 回線が目Jでリ !かッれたニ場合る計i 
で回帰線を求めた場合につて 4 8 の材ﾡ一断面依i線について設準の原因がa 

べられた。1、 2の例外はあるが目調でiた線と卜算に止 る線との差は/かでめ 

つた。

i > 全林木から決定される代 りに滂,本木から回帰が推定されぞ,とい う ことのたmに.卞 

す る 改差、 と の ﾡの原因が最 大切で あること 力 つた。

正常な抽山設差に加えて標本木を主初的iに ﾡ択才 る ため偏を 生ず る 可能性も あ るかこ。 

点 を 調べ ろため c 全林木の紙木調査 を行〜た 4 お納地では、c の 和の(は全然な かつた。

約8本の標本木について、3つの原因全ccよる、a. bのﾡ2の総計はなかだか、 • 

準1 也の総材積推定 値a)5～。 %であ b、大径級では 材磁推定の際の誤差は、この 2 fに 

なると とが解た。

※ その後、るつ と 客ﾡ的 な 標本木都代 ァ法が導入 さ れた。

:Y=a 計bX いべる場合生す、回加保区bがなえられな。この 

研究で扱つ 7ゼの〕犬 " について上Ria i地のbc 1 ブロット した。各ブ 

・ットのbの(をIwでtaび違つた線の加と記号を側つて W代方法法を別した。この 

グラフをびベた材、次の様な こ と力川察された,

i bは間伐方法に上つては財でされない。周囲は网使の1川伐C行なわれた標基i也ェ 

り、 ﾡる期Iに強/の川牧の行なやれた標動地のが大さくなると とが知られてい 

ろから、 bは恐ら く 岡団とあ去りﾡ接な同係はないのではないかといゥ ことをとれ 

は示してい る。

I ) ﾡ流に対すろbの回1堀は80ﾡの上ﾡ高ではI線の止うiに思われるか、これ以 

上では 点の枚ばり が大 かいた、はつさ b したﾡ向は表せ ない。

川つ 特定のﾡに.るある樹ぷれの、平均か、らのbの"のfの散ばりは、 位に上 

ろbの交動という上りは、 主にいを決める時の誤遊に上るものであろ。それにもか、 

かわ らホー通の「側の際、常に大ヌ は小な る b のf ﾡ も つ株地地が、2、3 あつた。 

と の様 な 神定 の林分では 他の林分 と は 根本的に b のiか違 →ていることた、これは 

示している。謝積に上つては、点のばりが大さいのがある。ントカトウビ、コ

ルンー"では小さく、 ベイーツでは大さい。

l どの様な 榕高において も、bの平均値は調べられた全樹郡についてtn似している。 

グ シ フC 淡 やっれている様な む和liのっ迷が正 し.い のであ るか、或は同 一樹 研I内の地 

位置の 純作為灾助によ る のか、同一地位内 m 木【出 の変動によ る のか、断言出米ない。

上周と ・の変化を間べる代りに、 2' の変化元間べるのが側利でるると と 力解つた。

z はY=Jとなる。材積一断面積回ﾡ上の点でゐる。a と z' との係は次式でるたえ 

eれる。

, 一 aZ = -- ・ ・

aの代bicz 死使う 孤由 はは、 ーグ を一 寸調べて みた ところ、a は普通、樹 高 と共に 

設小するが、 z一定だからでゐる。したがつて、 brcc行なつたのと同じ方法で、 

Z I を上刷高にサしてブロツ トする。上層高に対するか のグシ フの研究から、約7 0吹 

の樹では、 データに合会れている全てのﾡ稲、地位、間I投方法についへて、 z' の平均 

(は一定で、.略.。 3平でる り、z ・ がこの0.。 3平方吹とい っ平均か、ら離れている 

•卜分はは常にcwと とが分つた。上ﾡ高 7 0吹以上では 2 はかな り 交動する様に な り ・ 

大部分のﾡ地地は多少一ぽであるけれども、2' か、0.03平方ﾡと試差にﾡ因する量以

' _5-



上に違ていろ松地一とれは主にベイッとシ トカト ウヒのﾡ1地一がろ。

樹ﾡに対するbとZ, の回帰に〜へてのとの発見は隣気て てある所部一般的 

材領表ganeral tariff table のg製に使われた。これは工立木材ﾡ推定の新いへ 

簡単な方法 をめたえ る様に設計 されて い る。

これらの一般的クリフタは一連の材依一断面積証線の獲に された何を示していろ。・般に 

点 : 2=0.。 3平方ﾡと bの価は. 次の線との材継陥が平方ﾡの折面ﾡC即も時高% 

ﾡ囲、 12けの処で、1 hoppus feet iになろ様に混ばれている。したがつて、 

18表はB.H.Q.G.12叶の点で18hoppus feet の材ﾡ、194atl9hoppus 
feet の材ﾡを示している。特定の林分に適用される設は標本木の材ﾡか、ら決定される。

立木材密を推定する手段としての一般的ク り フ袋の主な利点と限界は次の流りでめる。

利 点

i 全材試の推定なけでな く 胸高/囲級別の分布 ゃ 推定 さ れる。

i 客税的で標本木を林分又は標輩地の全周囲級範西にわたつて分布させるﾡな一例 

夕 n列目毎の全ての木一抽出方法を探るのが民けれど、特定の周囲載か e概本 

木をﾡぶ必災はない。もしそっでわれ2の0.03平方吹か、らのWは、全材積推定 

c大 e な誤差を生す る B因 とはならない。これは 両団戦の一端での材鴨の 過小推定 

は - 厳希に釣合 う 必要 は な wが:- 別の燃での ﾡ大推定 で相殺さ れるか らでか る。

iil ) 林分スはﾡ本木の平均面積を針算する必要がなV。

画 適切なサンプリ ング方法を使え簡単に、材密推定値の納は推定で合る。

V ) この方法は同令ﾡ木林に照査法 C Me t hode du Controleを流用する 

際遭器す 石 困難性 を 除 く 助け となる。

限 界

i との方法は、リる積の"中央木法mean sample trec' methob 

ﾡ 理解しやす く は ない。cのc とは材ﾡが現地で未熱額者に上つて 決められる台 

な時Cは重以な事柄である。

i この硏究に含まれて いる以外の条件•で一 般的ク りフ表が使えるかどっかといらと 

とは未だ解〜ていない。しかし林分の上时髙 top height が80吹以下でかれ 

、英田の全針葉樹に遼逃用してもさしつか、えない様に思われる。これらの表は平均 

胸高 % 周囲が約 6 吹に 至る母幼広 梨樹林 に も 使える たら うが、研査 さ れた 2, 3の 

林分で z' が:0.。 3 平方 呎から ひどく 隔つて い ろ老令広 葉樹林: こは使えそう も ないへ

こと が予備ガス トで分な。

老令広W樹林については優の一般的 ・ り フを作るこ とが出来も だらう C これは 

さ らに祈究を物する関网ごめる。

オコ. 扁 興質の林木母集団に対する材積一断面積直線

The Volume - Basa Area Linユ for Heteregenesus 
Tree Popuations

斗1流 一般的材成調表ﾡの話方法の今味

Trias of Various Methods of Preparing
General Volume Tables

Great Britain にM放されている主針葉樹の一般材書奨を8製し上うとした

5、採用されるべさ武造方法としてはどんな ,のがゐるかといへう同題が起つた。

方法を迅ぶ場合の氷1の条件と しては、表は府為周囲 と樹布たけで現わさなければ なら 

い という こ とであ ろ。c。 こ と のため形状や細 ptaper が考 さ れ る場合に使われ 

る方法は採用でななかつた。

3因千の代nに 2因千を側う主な理由は出来るだけ表を簡にしたいへからである。材積 

表は主として林ﾡ柄営のため、 w積を推定するのに役立»るためのものでめる。この様な 

推 a a 求 めha な e W林抜術者や土地所有新の大多 政は、 し 方法 を僕? 時m な 

ければ測快洋的理渝の别練も受けていないので、盛い希度は大切な のではなく、ヌ実際

C求めるととも出来ないへ。

利用し得るヂークの性ﾡに上つて、 方法の押択はさらに制約を受ける。このータは次 

の 3つの主な 源か、ら得 られた のであ る。

1. 山林委員会報 Forestry Commi ssion Bulletin No.3C1920に発

及 された収穫 変 を調製すそ ため、主として1 917～1 91 9 年に設け eれた。C 商定 

標地 temporary samp le plot
2. 才1、 2次大Wを流じて、 ﾡ採の際とられた調定仙、これらの調定は木材供給部 

門、山林委口会お 上び大学の調査班に 上 り 央行されな も のであつて、これ らの方 "は と 

ころ 上 く cのデー ク の 使用を許 して く れ。

3. 山林委員会の岡定1単地の記録

単木にて利用さ れた 項目 次の 通りであろ。



1 時面るﾡ班 C B.H.Q.G は砕面上で木の.上1、地上4 3 Pの点で調られた

I 樹為は 火雄 必 時には4川位で部eれた。

川 皮付Hoppus 呎小位のな•銀は、中央な周囲と地際から、お体の皮付証でが3時 

の点会でのゆ長とか・らt算され。したがつて全長が:一区分と して取扱かわれたか 

根株については考されなか・つた。

核条材は大合さの如何を問わ. 無祝された。

上記の説定規的は,特にととわ らない限り 本為文 のオー 加 こ 引用 L てゐる全ての政ﾡに 

流用される。

上忍 の 演定値の外に 固定糕準地で税  て製bれた*に っい て.10 契間岡で日例 

上の周闘が調定された。しか.しとれeの両定Wm地の大部分は幼令林でるつたた必、大 

木についての. 細りの記録は少だかた。 .

細りについては余り分らなか ったため von wi Ifing 渋(1949)動は、田p 
につてのmLい済科 そ必振と する,別の方法で一般材能表 を編製出来なか へた。

Chapman Demeritt C1936うの述べている区解法は余りに主越的であb、

又 Bruce, Sclummacher C1950の主張する別の点のため採用しな力〜た。

そこで後方の 推奨する方法財刈べてみること とした。こnれt改のガW式にく 

②る。

Y=Ga Hbc ()

Y=材ﾡ

G = 胸周囲

H=樹が ,

a,b,c, 常 数

この方程式から材積安を計算するには対政状に変換する必要がある。

log Y=K+a C 1og G+bClog H
K= log c

703本の欧州赤松CPinus sylvestris L を似つてこの法法で調製され

た。との資科はスョツトラン ドrにある欧州赤松問定閉i地で棚輩木としてﾡ去3 04間に 

側定されたものでるる。

地位C qua I i ty class) I〜iにわたる28標報地がとの商料に示されている。 

ﾡ高調囲はゆ中位で軸囲を訓り、樹高は地際から(:根株は考えていない:)梢頭までカ収 
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位 ご調られな。デー ク は 4町1て/出川6〔Jや 1叶イ西び .) 1 0ﾡ樹高級征に括められ 

た。このキな・グループ毎の平均 卜ﾡされた。それというのはこれら

の平均は その0の理ぶ的平d と迎つてお n、特に本数の少へ場合は そ うなるからでが 

ろ。例えば1 6時刷団、5 0ﾡ樹のクルーブは、実際には平均席囲1 6. 5日平均樹高4 7 

択でゐつた。各グレ-ブの平均材積と 一に. この平均dは1表の最初の3列に示してある。

とのf科を仙つ)て方部式C la )から、t私衣が針計算された。

ﾡ納u差 をつけた回帰式は次の流りである。

〔lor Y-0.5158士0.0013=C2232+0.019xClog G- 
1.312)+C0.971土0.0こ2つ*Clog H-1.616 c1.6 

1 ※
欧州赤松Cスコットランドつ j

際のデータと方ﾡ式C 1.bで計算された価との比載

7(周田用 樹 高 第T出材ﾡ 実材 本 数 本数 * 差

科 呎 hoppus feet hoppus feet +

(7 (9) (3) (4) (5) (6) (7)
11.5 23.5 ・ 52 45 3 6 2.5 2
1 2 28.5 ・ 69 ・ 60 3 9 3.51
12.5 3 7 . 98 い . 88 1 8 1.80
1 5 24.5 . 98 1.07 7 . 6 3
1 6 28.5 132 1.3 7 7 2 3. 6 0
1 6 3 9 1.79 1.87 6 0 4.80
16.5 4 7 229 234 1 3 . 65

1 9 3 0.5 206 2.22 2 8 4. 4 8
1 9.5 42.5 3.02 3.14 6 9 8.28
20.5 4 8 3.80 、 3.99 4 4 8.3 6
2 0 56.5 4.21 4.88 2 •• •, 1.3 4
2 3 42.5 436 4.46 3 9 3.9 0
24 49.5 5.5 6 5.64 7 1 5.6 8
2 4 5 7.5 6.43 6.71 • 1 1 3.0 8
2 7 4 2.5 6.24 6.0 7 7 1ユ9
2 7.5 49.5 7.53 7.535 60 — -
2 8 5 7.5 907 8.97 2 5 2.50
26.5 6 6 9.16 9.64 2 9 6
3 1.5 5 2 10.70 9.80 2 5 2 2.5 0

0
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別真囲 計算出材税 突材ﾡ 本 数 本数*差

叶 呎 hoppus feet hoppus feet + 一

( (2) (3) (4) (5) (6) (7)
3 2. 5 8 1231 1154 3 0 23.10
3 1.5 6 6.5 1358 13.58 3 ....
34.5 5 2 13.10 11.65 3 4.35
3 5 5 9.5 1543 14.5 0 23 21.39
3 5.5 6 8 18.11 15.4 2 4 10.7 6
3 9 5 9.5 19.63 16.8 6 7 1939
4 0 6 7 23.32 19.62 3 1110
4 4 6 3 27.17 23.31 2 7.72
突変形して 標地勝差を落サげば

G$282 Ho.971
Y =--------------------------

3.981
小又は大の周囲扱では過大の推定値、中川の同倒では選小の推定そ、研出材随が』メ 

ることを1表の、 4～7列は示している。

ゲーク全体をみれば、 ﾡ出材寂のおは突材欲のお計上り2.5%大である。1356 
の欧州カラーッCLarix decidua Millうに〜て同じ方法がはみられ。こo 
資料は Great Britain 全体にわたる同定柳の地で記ﾡされた全析太木を示してい 

る。この測定何2表のﾡ初の3 らんに取続 め て ある。

方源式C l.a うか・ら針算され六回帰式は

ClogY-0.6441士0.0008=C2.059士0.。 135xC1ogG-1.325 , 
+C1.131主0.016う*ClogH-1.697) 1.d)

姿形して標勝きを力とせ

v Ga.o59H1力! 1。X - " ... 一•一---～ "マデ・*マ *** ・-

4.004
2表の4～7らんは、欧州ラー"では、 算出材積と実材積の差が吹州カッと同じ 

であるととを示してい乙。即ち最小 最大の周囲では過大推定、 中ﾡの/西のでは過小推 

定となり、 デーク全体を考えれげかなり. 正のﾡ奇がのる。
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オ2衣

欧州カっ: 隊のデーグと方税式l.eで計算された位との比被

胸川 出材積 実材f 本 数 本数*座

忖 呎 hoppus feet hoppus feet +

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (の)

11 22.5 .4 7 ・ 4 4 9 . 2 7

1 1.5 3 0.5 . 7 2 . 6 0 7 2 8.6 4

12.5 3 8.5 1.1 2 1.0 5 5 8 4.0 6

1 3 4 8.5 1.5 7 1.5 3 4 ・ 1 6

1 4.5 2 4 . 89 . 9 3 2 . 0 8

15 3 1 1.2 7 1.3 2 37 1.8 5

1 6 3 9.5 1.91 1.9 3 15 1 3.0 2

1 6.5 4 9 2.60 2.59 7 0 . 7 0

1 7 5 6.5 3.2 4 3.3 5 7 . 7 7

18 3 1 1.8 5 2.1 4 4 116

19.5 4 1 2.9 9 3.06 9 7 6.7 9

19.5 4 9.5 3.7 1 3.96 15 1 3 7.7 5

2 0 5 7.5 4.62 4.97 5 0 1 7.5 0

20 6 6 5.41 5.68 1 ・ 2 7

28 4 2.5 4.39 4.38 2 7 . 2 7

23.5 5 0 5.5 1 5.6 9 125 2 2.5 0

2 4 58.5 6.8 7 7.0 0 10 0 13.00

24.5 67.5 8.4 1 8.5 0 10 . 90

2 7.5 5 2 7.96 7.7 7 4 1 7.7 9

2 7.5 5 9.5 9.2 7 9.4 1 9 9 13.86

27.5 6 8.5 1 0.8 6 11.09 ! '2 1 4. 8 3

2 9 77.5 13.93 13.54 7 2.73

3 1 1 54.5 ・ 10.74 10.66 2 . 1 6
31.5 6 1 12.59 12.11 5 2 24.96
3 1.5 6 7： 5 1 4.1 3 13.74 2 4 9.3 6
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胸高真周囲 おす 高 算出材債 突材ﾡ 本 数 本政*差

け 呎 hoppus feet hoppus feet + -
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)

3 2 7 8.5 1 7.3 0 16.29 2 9 2 9.2 9
30.5 8 7 1 7.6 2 1 6.7 3 1 . 8 9
3 5 62 15.92 15.55 7 2.5 9
3 5.5 6 8 1 8.2 4 16.78 1 2 1 7.5 2
3 5.5 80.5 22.03 20.71 2 8 3 6.9 6
3 5・ 8 5 2 2.7 5 2 0.2 2 3 7.59
38 6 4.6 1 9.7 7 1 8.7 2 1 1.0 5
3 8.5 7 2 2 3.。 1 2 0.4 8 2 5.0 6
3 9,5 8 1.5 2 7.8 6 2 5.4 0 N 4 5 9.0 ・
40,5 8 6 3 1.1 9 3 0.2 6 4 3.72
4 3.5 8 2 34.28 3 1.6 8 1 0 2 6.0 0
4 4 8 7 3 7.5 0 32.75 8 3 8.。 0
4 7.5 8 2 4 1.0 2 33.87 1 7.1 5
4 7.5 8 6.5 4 3.5 5 3 8.0 9 3 1 6.3 8
5 1.5 8 8 5 2.4 8 4 7.1 8 2 1 0.6 0
と の様に思わ し く なVへ結 処外と ェつのは主 と して 次の2つ理由に 上るものと思われる。

オ1に 二つの独立交ﾡ Clog G)clog Hc 対す るC1og Y の回帰は m線でお 

る と仮定しているが。 訓明査を行つた商樹積では明 eか.にm総性とは違つていた。方ﾡ式に 

二次の項を加えれげ、 デークのﾡ向により忠実な材ﾡ委を(作製出来るけれども、これを付 

け加え ることに上り 一直線性 花仮定 し とされ 相当な も のであつたが、-Mt算が繁雑 ,1 
なろ。

オ2にSamp f 0 rdの言を引用すればC手紙によろ もの真改をとる際、対数での 

②る大ささの誤差は、口数の大きさ に略比例 して増すという こと と一諸に な/>て、i［線か、 

らの正の価は大部分大きな材積に対応し、aの 側差は小さ な材積に 対応してい るとい5 
事か、ら全体にわたる正のﾡ奇は起つたものである。 ・

したがつて、西線か、らの側差を対数目盤で0rc加のするととc止つて、Jの材ﾡ尺度に 

換算する際、正の同逆は負の 偏差以上に 比例的に増大す る。

-12-

材ﾡは3み元正でかるから、方科式G=G;"H"cの常びの和(a+b は3に等しいと 

いえる。一方は州 力 y "の 程式 C L.bに上 れ Ca+b〜3.203 で。 り 欧州 力 

?一"では(a+b)=3190でのる。b=3-aを求めることに上り、条件Ca+b 
「3 を足す る方ﾡを作ることは可能でるろがSupper Cぷtitc上るはこの条件が 

“されていても • 方ﾡ式Y=G" Hbc F された材桢投は、かならホし足の 

くものでないととを、別c樹地について発見した。

一般的材問表を調製ナるための簡部な方法ﾡ求めたいと考えたから、ﾡた除さ. デー 

ッに対する方 途合を一層だくするために必、の折れる計3法( ミつてみなか、

oOxford 大*料研究の設小、分析部門のJfliHammersleyはは手紙で、 

次の方税式て討していると と を示した。

ﾡを究投し、二のの項花もな程式の形なけﾡHしな。余分の項を付け加えると、こ

Y H H
一.-=二 a 十 bC- )十 C C------) - 十 .......
G" G G

(2)

Y GG
--=a 十 b C----- 9 +c(- 一つ ご -........ (3)

H" H H:
か、な り 計算riが多いへため、回帰の計算の場合と同様に、シ ・ - の様な項にDデー

の公式は災用価げがるであ ら う と考えられた。実際に検討し てみた方陽kは

Y H
ロ a+b C----- ) ど.a

G G
Y G
-- 一 a + c C----- 2 3.a)

H" H

その時著 者のHに浮び、記号を含んでいないので. 扱いがであると い う 長所をも 

、別の2の公式校討してみた。

Y
---- = a+bH

X
Y
一= a+bX

H
Xはt面積 C hsppus i位の域定では X=Gゴ )

との方課式が一般的材ﾡ表訓製に微つこ と を検討するために 5.67 7本のは州ワカ ～ 

を使つた。この資料は別の場所でと られた、497 4本の外に、 1表に示してある
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7 0 3本を合んでいろ。別の場所でと られたデークは、 訴松ス地でと らiれcデー タ、 

Great Britain 全殺にわた ろ戦時中の役採木、 Eng land, Wales の同定岬 

"地の記録からな→ている。/囲. む高の年の本敗は既に我された欧州力材積表 

CHummel , Irvine, Jeffers 1950(1)に示してゐろ。

4 の公式に〜いて算した回帰式次のﾡりでゐつた。

Y2.a .a+bC - 
(

Y =aG;+bG H

Y G" C176.86H+13.68212G

形談が( ヌはCせゞの比にょつて交る 二つの式の方が、形跳がﾡ高ヌは証ﾡ 

だけで父る二の式ょりJい4 られろが、 M型、ゼ«でﾡ化して、5670本かe 
100本の"ンダムサンブを抽出して、課本木の実材積と 4つの公式の夫"について計

した材ﾡ と 紀 比候 し たﾡ定では、 このと とは依認され なかつた。

との描は3袋に示してoる。この表の才1らんは公式を示し、 才2らん.は突材ﾡの百

分本で救わした平均ﾡﾡC 出材書一災材ﾡうォ3らん.は個々の材もと1出材積の迷の課

胆事 でわ る。2 らん 3 らん.の政dはW 出材 積と災材 試の差 を実材ﾡの百分で表わし、 

と の個"の百分求を使つて求めら れた ものである。

3 製

Y
市
Y

+ c c-ー ・
H" + cG: H

Y HC0.08320H +185.145G"
1 06

Y
X t:a+bH

Y ==aX+bxH
XC4.174 64H+4.85044Y =ュー----------------------------------------------------

1 0
Y

---- =a+bX n

公式2〜5 で計算された州 カー の材稲表の 好 り と 版

公 式 差 % 係優差 %

(1) (3) ⑶

Y H
C2aG; ごa+b (G -4.30 20.18

Y G
c3a) H：； =a+c〔) -3.91 1 9.8 7

c4 ー ・a+bH -4.25 20.61

c5 - 一a+bX -3.21 1 9.5 6

Y 3 a H + b HX
HC425.68393 X- 0.1 0 5 3 5 )

-10L

形数Fと純び付けた次の仮定がとの公式の中にはﾡに合主れていろ。Y= F* H 従つ ・

G
2a F=a (- 十 b

3a F=a c-う 2+c

4 3 F=一 + bH

5 3 F= +b
-14 -

3 は どの公式について も、H木材依と実材積の2の標パ(差はこの算出材積の略 1 9 
～2 02%でゐる ことを示している。3衣また算出材ﾡは突材積上 り平均して3〜4 9る低 

いcとを示しておD、この差は 5 9%確ギ水地で略有ﾡであつた。ﾡ本を情成す る100本 

の木の調定価を訓べてみたととろ、 負のupの半分は、 その樹高、強商腕用に比して、 

弘落に小さな材積を持っていた。50と60 ﾡ樹高破の2本の木C上 る ものであ〜。

上記公式のいナれで調製された材積のﾡ. 価 り も同 じでわ ろ こ とが予の され、公式 

を択択ナる際、記号が少く C告 の様な項を避けて)しながって計算が少くてすむ。公式 

4う, 5うの実用的長所C対して、形数が樹高と岡囲の両者に対して変化すろ、公式2a 
3 a ) の理論的長所に主点のおかれている と と を示すなため3表の式d求められたも ので 

ある。d品 校討の結果、4 式上 bも救分小さい優りとﾡ1ﾡ差を与える5う式で材ﾡ 
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そ ﾡ び製す ろこと が決 められたo
V ・

との様にして・方称式山 =a+bX で計算された材依衣がも表されたCHummel 
Irvine. Jeffers 1950 (1) ・ デーク と して使われた。1900 本の木につ 

いて調べてみたと cろ、 次の係な結果が得られた。

出材秋 46929.19 hSppu S feet

突材使 46332.47 hsppus feet

空 5 96.72 hsppus feet
) 129:

小木当り平均差 0.3 1 //

との材積衣は交山林委員会の 6 5 の欧州カ マ "問定む型比地に ついて も ﾡ討さ れた。い 

づれの場合Cキいて も. 材依袋から謝地の平均高. 平均四に相当ナる材積が求めら 

れ、それにﾡ地の本改が掛けられた。65研空地についてこのﾡにしてﾡ出された材ﾡ 

の累積合計は山林委員会 の 標部地制定要為にしたがって u接ﾡ定で求め られた材品 よ り 

1.0 82%少なかつた。6 5 ・1地の内3 7 コニーカー当 り1000

hsppus feet 以上の番ﾡでゐつた、この37=の内30=については、右囲！ か 

ら推定された材積は調定材積の 1 0 2%以内でるり、残りの7=は10〜14 るであつた。 

1000hsppus feet以下のd aの 28標4地では 推定の純/は 低くかつた。

1 5 標準地につい て は ・ 推定材随は 訓定材団の1 0%以内でめり、9=が10～20 %、 

残りの4 =が:20 ～2 7%でゐつた。

欧州ーツ材ﾡ2に側われた公式は、 490 3本でゆ州ッラーツの材融求を調す るのに 

に使やれたが:その結果は吹州カマッの場合上 り不足なものであつた。3出材積と単 

木材 硫の路価差は 24.6 %で、 cれc対し てゆ州プ カ ツでは 19.6 %であつ た。改州 

アッカーツとは 池に、低い樹疝級に若 しい ( り があつた。

公式 X=a +h H か e、同 じ様な失望的緒味が得られた。

欧州カラーッの地合. との2公式が役C立ないととが解つた後、番者は、一般材6式 

をの製する手段として、材ﾡ一断面ﾡ町線の優用の可能性を調べるこ とc した。

オ2 材ﾡ一断 面積 直線 から一 般 的材ﾡ表 を 訓製す るための型論 

的背景

Theoretical Bckground t。 the Preparation of 
General Volume Tables from the Volume-Basal 
Area Line.
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ホ用で限明 してい る 材 領:内製の方法 は. 与えられた口高に 対して (面［線をなしているう 

材税対断面ﾡの回知ﾡにナいていろ。このE線性は次のデークに〜へて縦討された。

む 和 本 政

吹州 カー 5.677
欧州カラー .903

吹州トウ ヒ 2.6 1 7
コルシッーツ 1.1 0 8
ン トカ トツビ 946
ベイ マ " 1.4 7 2
カラーツ 1.389

1 0 呎樹高极、 1m麻刷田破C %叶イ田 つにこれ らのデー ク を括めた。1 0ﾡ樹高

級毎に、谷1け間西紙の平均材積をその平均面領に対してブロ"卜しなた。調べられた7 

勝那の犬"iについて、30咲、50 70唄の樹高及に対する点が、 1～7図に示して 

あり、これにはこれらの点を通る計ﾡされ直線回帰も示している。40ﾡ、6 0 呎場需 

uに対才る点は図をははつさ り さなるため谷せ、このデー"の最商樹サでかる 7 0ﾡ〜110
の樹7級に 対す る点は 目 盛が難しいへため省かれた。この日 盛はこれ ら縦に油用ナ る には

大きﾡ部、これ上りの小さな目盤では、小団為級に対しては不適当な もの とな る。

cの図に示してない他のt高総につて\、材的冊? 面積回序は各樹高根内では、ii線 

でうまく 派供山l来ることが観欲されるとう事央を、 1～7図は示している。各歯高級の 

間開の上部限界に元いへ点でi［線からの価きが大さいのは、この様な点は普流崎く小談の点 

で表わされているとい う 事で説明 される。

夫" の点が多 数の木の平均を表わ してい る周団(叫の中央部では価挙は小さ ﾡt高級 

毎の、 材ﾡ一断面積商i総が面線でゐれば、

Y = a+bX (6)

Y : 材 額

X : t 面種

a : 回帰常数 ・

b : 回ﾡ係数

どの树顿について も、方ﾡ式(6)の回ﾡ常放a、回1帰保数bは、樹商で妥化していること 
・ . ・^・

も判 明した。 との 関係は 多項式で義 ね せる。
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a=an +a2H+a?H" +a4H +---- (7)

b=b!+ a 2 H+ b H + b4 H +......
(6C(7 (6)を代入すれば、一般的材tァ標式が:得eれる。

Y=au +a2H+aH" +a4 H +......

+ bi X+ b2 X H+ b3 X H2 +b』XH? + ……
方研り式7). (8以スはとの両者が証ﾡであれば、材欲方団式9簡にな り、 との9合材ﾡ 

方ﾡ式は 次の様になる。

Y=al+a2H+biX+b:XH+bXH"+....... C9a

Y=a1 + a 2 H + a 3 H2 +a1H.+b!X+b2XH・ C9b
Y=ai+a2H+btX+bsXH c9c

an ・ b1スはとの常改の叫力が:0でるれば、さらにﾡ単になる。

Y=azH+b!X+bsXH c9d

Y=ai+a2H+b:XH c9c

Y=azH+b2XH c9f

方書式(9 fか 数州カーッ材ﾡ炎をい製した式で、 ォ1戒で謎明した式でるるこ 

とが分ろでめらつ。CHummel, Irvine, Jeffcrs 1950 (1)

方ﾡ式C 9fかe出発して、前/か有ﾡな増加を袋すらも活び項をして、材試衣 

を計算してる上い。とれは最も客想的、数学的に正臨な方法でるるか、 材6ヤ方式が御さ 

になれば、 計算は骨の折れるものになる。

材ﾡ一断価伝i［線を使っ , 5一の方法法は次の4段四で、お航災を即するととである。

1. 各甘書級征に C グマ マヌ算に上 り ) X対YのK総回ﾡを決定する。

&. X対Yの回分線で求められたbの値を使つて Hにするb の回帰 そ決める。

3. 同上様にしてH対aの回帰を決める。

4. Hi計死ナるか、、Hブロットした回帰係か、ら近似的な材団花ﾡみとることに上り、

2、3段で求めたb ・ aのﾡ正値材依表の6製に(う。

2、3 段のIic一寸した改を加えると良いﾡ果の得られることが立証された ; そ 

れ、 2段で求めたbの修正を方ﾡ式 Y〜a+bX に代入して、 との方部式aの 

ﾡiた再ﾡするととでかる。 
・

Hc対すナ るaの回帰を決める時に、との再計算した aofをﾡ う。a のnf算rmを 従え 

ば、aの原の値を似た時上 b、Hc関するaの回は〜さりした何向を村つていると

/ 函
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欣冊アカマツ ; 3o, So, 70oF. ﾡ部がほの本科と rﾡとのﾡ杯、



3E w州トクヒ; 3o,s.7。スﾡ活ﾡの枚ﾡﾡﾡﾡとの係

厶図 ベイマツ: 3o.S。 72wx才断ﾡのﾡﾡとﾡﾡとの百保夕当 コルシカー 3o,5o,7。v次ﾡﾡﾡの林ﾡとﾡ承との係



カラマツ

JAPANESE LARCH

7ﾡ ガラマツ ; 30, 5o, ク○vﾡﾡﾡの枝積とﾡとのﾡ係

S- このビ1のげ1ごろo
6樹報の ﾡ的材行がとの方法で2製された。2勘ﾡについては全段ﾡのt算を行つた 

たか 残りの4ﾡ団にへて、一P以上がグッマで知理された。

資科に漁合さるため掛記c よって建っているが、この方法の詳細は氷3章に述べてる 

z。c。 ・般的材行表の内5つ.ェ山林委員会報に発ﾡしてある。 C時ﾡIキよcfHummeI 
Irvinl. Jeffers 1950 () (3) 1951 (1) (2) (3) 照う 6日の

炎C トカトビは3就にのべてある頭由で不ぶ足なるので秒ろことがﾡつた。 したが 

って こteは発袋されなかつた。

才3金 材M一断面荷教法にる一般的材識社別奨例

Examples of the Preparation of Generel
Valum Tables from the Volum - Basal Area Line 

一般的材ﾡ投は欧州ッッCLarix decidua MillつW州トウヒCPicca 
abies CL Karst〕、 コルシカーツ、 CPinus nigra var. calabrica 
cLoud2 Schneidう、 シトカトウヒCPicea sitchensis cBong Corr 

イーッ〔Pseudotsuga taxi folia CPoir Rehder )、 カラーツ 

cLarix 1 epto l epi s CSieb and zuccう Murrゝの畑序で材試設を調 

• した。今後 こ ouirf で説明 することにす さ。

政州 カーッCPinus syivestris L. ) の一般的材催交 c Hunme 1 . 
Irvine,Jeffers 1950 (1うは、 氷11たで説明したのと規分述つているが、 

関係のゐ 乙 方法 で8R さ れた。

どのお四に〜へて M吋就為%尚囲地、10呉樹高戦別に材団は記列してある。

い 皿. 樹 席版別に、平均周囲、平均前高を突際に計算する。それは政州アカッについ 

cの ォ1翌に示 して わる 頭に、その平均は ・ラス 平均 と規分迫 って w る。

シトトッヒの 周囲、樹高破別本数一究家を9袋に示す。その他6樹研の本政一発衣 

は既刊の材価式に示してある。 CHummel. Irvine. Jeffers 19500)313); 
195 10x93)

最初に作られ欧州カッツ材償表の調関法に〜へてはﾡ分詳し く 説明するが、他の掛 

調cついては主として、材領一断証債置総の研と、欧州カワ〜ツにNつた方法と途つた 

点だけを説明す ること c留a z。

--19-



E州カ ワツ

欧州カラーッの材密表は 4.90 3本の木を(用した。

1 0 ﾡ樹高継征に町面価に対す る材位の回用を次の力B式から計Wした。 

Y=a+bX

Y;# 岡

X; 断面ﾡ

a; 回帰常数

b; 回ﾡ係数

との方和 a. b2 どに示してるり、才2飛で設開した

2図は・ 30 50. 70ﾡ勝高破の回堀盤グクマで衣わしたものである。

この方法を詳しく 整明すnため• 3 0梨el高のの回i帰ガり式の金l ﾡが5に示してお

る。9認には甘t高級御の回帰常政aのiti価が:いiに対してブロッ トLてある。

同様に、8 区には回l郷係改り が曲に対してプ "ットしてある。

4 安 欧州カラマッ:1 ○B品5級別回l係政. gi堀高数

Cのづれの図において行、点は城密に一定の傾向に従っている こと力視察され、府単 

归平滑 な曲線 を描く こと东出来た (, cの曲線から、aの修正価、at、bの修正b,が: 

読みとられる。デー クが特に不流当な %のであつた 1 1 0ﾡ級を除いて、出ﾡが厳岡に適 

合しているので・ 回価帝故、回福保Mグラフによる修正値は、無修正値と殆んど同じで 

わつた。

1 。 呎樹高後傷に、無修正のa、 bのdの代bに、図上修正されたai、b, のdをu

樹所F« 回序係故 b 回/常数 a
C

30 16.40574 - 0.28254
4 0 20.11561 - 0.28436
5 0 22.71879 + 0.10569
6 0 25.54 871 + 0.96050
7 0 26.99653 + 2.90121
8 0 • 28.40631 十 6.21069
9 0 30.48808 +11.06037

100 34.65266 +12.85592

-20-

/て ・ ﾡ7面『iに ヌトT ろ お! fの回掃 元計な/した。

10呪樹高 に、 1ﾡ樹高伐別のお銀を材積衣は示す必要がるるので、a . b
の当な中lIモ、8、9因か、らまみ,とり、この中川lのつ甘t高優に対卜する材積一面ﾡ回帰 

教を順び計Wした。

各樹高做 に低い樹高の最小岡田では、1^； Y-a + bX か、ら針tﾡし材価は 

高流過客ること力み。これは主として、材伝が:全樹高the tip of the tree 

でな く、 3u［径をﾡ界外注での高さで記録されていろということに上るものであると考父

5 衣

られろo

欧大州カー : 3 0ﾡ高の のr算

f t 商

X 

断面伝

Y
f X 材 試 f Y

* a 叶+ 平ガﾡ • isppus feet 呎

5 1 0 .043 215 . 34 1.7 0 2 8y
8 11 .053 424 . 5 8 4.64 3 0

2 114 .057 114 1.19 2.3 8 3 1

1 2 1 2 063 7 5 6 . 77 9.2 4 3 0s

6 124 .068 408 . 74 4.4 4 3 0

9 13 .073 657 . 9 2 8.2 8 30

9 13y .079 7 11 1.0 6 9.5 4 3 1

8 1 4 .085 6 80 1.0 8 8.64 30y4

6 14y4 .091 546 1.3 8 8.2 8 33

9 1 5 .098 8 8 2 1.2 8 11.5 2 3 2

5 15 ・104 520 1.5 6 * 7.8 0 3 1y4

7 1 6 .111 ?7 7 1.8 1 1 2.6 7 3 3

5 16y .118 、590 i.60 8.0 0 3 1

5 1 7 .12 5 625 2.0 1 1 0.0 5 3 34
6 174 .13 3 7 9 8 1.83 1 0.9 8 3 2y

1 1 8 .14 1 141 2.08 2.。 8 32y4
3 1 9 .157 4 7 1 2.43 7.2 9 3 4
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X Y Y e材

f 岡田 研面ﾡ fX お種 f Y
本数 附 平ガ界 hppus fet チ

2 19% ・165 ・33 0 2.22 t.44 30
20 ・182 ・182 2.66 2.66 34

1 21% ・201 ・201 3.06 3.06 32y

1 23 ・230 ・230 2.89 2.8 9 34y
1 31 ・417 ・417 6.1 6 6.1 6 34

62 11% .05 6 8472 ・55 34.10 3 0
4 12% ・067 ・268 1.04 4.16 32

11 15 ・1011111 1.52 16.72 31

3 13 ・ 073 ・584 .94 7.52 53

20 15% ・104 2.080 1.4 0 2 8.0 0 32
3 18 ・143 ・429 2.0 2 6.0 6 30

n=220
とX=3338 夏fX=18619 ZfX2=1899335 ぷfXY=25.8994

ZY=4712 ZfY-24330 EfY2-3595702
z x2

4 •, CZfX" Cfx〔EfY
之* ・Zfx--------------- ンxyexfXY------------------------- ----

n n
・=0.323576 .5zng/o

,ぷxyい キ a.------マ _
夏*"

vニラ b。x_=,_gY x gfx,
n n

=16.40574 X- 0.28254
z=和

f =%け4周囲級笹の本数

X=断面依

・平均断血積

T一 平均材ﾡ

n ー ・本政

*一Xーヌ

yaY一y .

他の5樹預についても起る ものであるか、最小岡田縦の点に流合ナる様に材ﾡ一断面ﾡ 

回帰のC計評つi［線の低い方の燃を目魂で修正することに上 ・ このW宮は除かれる。

この大神なB形性1正に上つて・ 球小冊兆Me推定は氏 く なるか み然的に材試衣会体 

c若干Nりが入つて来る。

数の完成と関係がる、以下にぴ明する色"な検定を行たﾡ果 このﾡりは小さな

の 殆んど源田とはならす、 これeの定では発見するととさえ出来なかつた。

*1の格定では、材積役御ﾡiに使つたデーみ一かe、掛高、用ﾡで化Lた90本の無 

か台本を抽出した。この標太は 30ﾡかe出発して. 1 0ﾡ掛高磁aに 1 0本の研本か

6なつてキり 各樹高出内で、i本は順田で層化された。材依式から求めた90本の木の 

尚材積は、3.351hsppus feet でぁつた。とれ調定材積3.380hsppus 

feet に比べて0.992の過小推定でかつ。しかしこの遂は統計的に有意でははなく、L
がつて叫 り ははいつていない。

ﾡを柄成している木ﾡの遊の分析からC材積ﾡ材ﾡ一定材団う 7.4 hsppus

feet のtn価差が得られた。これははﾡ本の平均木のﾡ定材積37hsppus fcet 

の202%に相当する。ォ2の分析では、 木ﾡの差C材該委材ﾡ一調定材欲つを調定材額 

の百分で表わした。この 百分率から計算された松! 鄭隔常は：1 8%でかつた。

4 4 ヶ所の山林交公会のカラッ同定ﾡ地地で別の憧定が行なわれた。各標準地毎に、 

緑ﾡ地の平均/U、 平均樹7に相当する材間な材問求から読みとり、これに標ﾡ地の立木コ '* 

クメ出が出けられた。このもにして計算した44情W地の材ﾡ合は、山林委口会標期 

地邦新要領に よ る定で求められた材問よ り0.25 %大でかつた。3 1 ﾡ1地で、材 

円のi盤に、w定材問の士5%以内で、残りの1 3標ﾡ地では士 5%と+1 0%のmで

つた。
ここで、 小 本筋を閉れる。とれは8図に示してゐる様に・ 欧州カラ 7 ツでは、樹高 

対bの回帰線はi線でないといら事笑C関係がゐる。シトカトウヒ以外の樹では、樹部
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対bの回帰線はぶ｛線でみろと とか・っていろ,から、州カラー"の村行べて、樹高対すbの 

回帰線が:面線でるろ と仮定する cとc上つて. どの様: 現興が生す るか 0k る . とにした。

8図の点線はとの計術によるi線でかり、いづれの点も。 合会ている本設でmみ付け 

られている。この方翻式は、

b!'=1151642+021999H ao

1 0樹高のrの力岡式 Y-a+bx に回帰係設の笠i正仙 cbi') e代入ナnれ、 

aの修正Ma1が求生る。9回点撃で示している4内方削式は、Ba1の回周協と 

して針算されたものである。これ上 り a 1'otE正'1ay'がられる。

この方郡式は

a2= 1937 1+ 1.7879 T+ 04661T" + 0.0330Ti 一 00029T4

H-65T V -------------
1 0

C atw 花 fmlircす るた Hof bcTを 優つた )

主に、 70ﾡ以上のお高はでは、a:のMは元のaのdとは迫ていることが都製され 

ろでゐ ら5。7 0 吹以上の場合には H対 a 2 の回11は H aの回線で示れている曲 

設のう上 っな交曲点を tつていい。

力群式10011で求ぬたb1' a:のfiを製つて、欧州カラツ材依袋を町計算した。H対b 
の回帰が回【線であるといら仮定が材ﾡ表にお上ナiを、 6表に示す。とのzでは、既 

刊の材依表と、 H対bの回帰線はi線でるるといっ仮定から述めた材団表が比般して a z。

30ﾡ 60 90咲樹t高破に対けナる既刊材航投の最大、中m、於小府囲紙 け、こo, 
比較は限られている。

6 製 .

欧州カフーツ ; 既刊材稗改と H対しの回帰がﾡであるといら仮定からポめられた材価 

表の比越

回

帰

20

/O

欧洲 カラマ"

EUROPEAN_LARCH

ンで"パ"
一(8コ

* つこo

- ・
/(ユx

/O ・O

3

b

—な-=-方—な-方-7 

樹 応 (w)

樹 高 ﾡ3商F %用U 材 税 C hsppus feet.)

Cﾡ Cmつ 既刊材ﾡ表 b/h m 談 . 楽 %

3 0 3 0.7 6 0.7 1 -6.6
// 5 2.57 2.72 + 5.8

3 0 8 7.0 0 7.62 + 8.9
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注 ; 各樹高紙の武小版出に相当する 材私はのつていないのでﾡ内の2つの政価は 

既刊材ﾡ式 と は迫ている C15 真照 ：) この修正(に対し ては 6 の 3 e 
ん の数価t 4 e んの対応す る数価 と 比報 は出米 ない。

明高F4西 お 試 Chsppis feet )

c c叶+ 刊材口表 b/h iui 押 壁 %.

6 0 4 C 3.80 4.04 +6.3
11 2 2.4 2 2.1 -1.3

60 1 8 5 8.4 56.9 - 2.6
9 0 8 c24.6 ? 2 3.8 -33

1 7 7 2.2 7 2.8 +0.8
2 6 1 5.4 1 5.7 +1.9

ﾡ小囲載を除いて、この2衣の差は少さい、このことは、材6一断面積面線から- 

"製ナ る場 ・ tつe " した 千のない叫 り、 F対 bの回帰tはRiで© 

と仮定出来ると とを示していろ。

欧州トウヒ

欧州 トゥヒ 材「ﾡは 2617 ェの木か、ら,〔ﾡされた。1 0 ﾡ樹FO毎に断面融対材田の

回がを計す「ヒ、その試得られな1ﾡ保、改い、U田常ばaの(1を7表に示す。

7 表

ヴ州 トウビ;10 ﾡむ高桜価の回帰係ﾡ、回日l常数文

樹高級 

c吹

5 0
6 0
7 0
80
9 0

1 00

回係数b

1 6.1 6 6 0 
18.1143 
21.2124 
20.6823
24.74 74 
26.9562 
29.8556 
29.3206 
33.8659

出帰常数 a

-0.4378
-0.4025
-0.2 95 7

1.0647
1.7 176
3.1 3 7 6 
3.5986 
9.4.79 1
5. 7 9 4 8
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との役に示しC るる b. aの個は、 10、1 1昭函rにむ高iに対してブ" ト してる。

10図の回総は勘高対b の計算に上ろi制回兄を表かし、 その!に:ェ

b: =11.3602+0.2202H d2
これに対して、 1 1図の点を流て引いへてるる曲お目式で引!るのごかる。

材｛変は1 0. 1 1図で求めたb! ・ at のdlか,らut5tﾡされた。他のwく〜がの材 

依表で行なわれた様に・ an の位1ﾡ修正するため、 方ウ介で針卜xされb のHを使っ 

上うなととはしなかた。 ・ .

全高級にわたつて一ちに分布していろ、96本の木の材ﾡを材依袋か・ら決め、この木 

の流定材ﾡと比校した。材位変は平均して・ 0.56士0.71hsppus feet の選大推 

定値を与父る と とが呼つ= C 平均ワ材「の 1.56% 材委で e れた材和 と川木材幡 - 

の初1ﾡ(差は初ス本のっ平均材磁の 1 9 ッ%でかつた。3 6 ヶ所のiu林委日会の欧州 ト ウビ同営 

標ﾡ地全部についてﾡの検討を行つた。夫"に〜て初地の平均/四、平均樹高に用 

当する材ﾡを材「ﾡから求ぬ とhctのzなとを掛た。こ Gf—因 した 3 6試 

の材伝合は並合もﾡ地:法による証接ﾡで小られた材密上り 0.4 5%大であつた。 

3 6 以附地 G 内 2 4 ﾡ型地では材ﾡ表から推定され:材石は団定材団の士 5 %以内であb、 

1 0ﾡﾡ地が: 1 o 2%以内、 りの2 51地が:2 0 % 以内であった。

コルシカツ

ヨルシンカーのお積表は1.108本の木か.eられた 回ﾡ係改b、回帰常数aの計W 
笛 8袋c示す。

8 袋

ヨルンーツ; 10ﾡむ高級別回1帰係数、回用常数

M トヒ

N ORwAY S PR UCE

樹 面 〔ロ)

/o団 欧州トッヒ: 回係数bYオとの係

区 トヒ

NORWA SPRUCE
・()

樹花級 回帰係数b 回 帰常汝a
C

2 0 14.555 -0.3 3 6
3 0 1 7.4 8 2 - 0.4 3 8
4 0 2 0.8 2 0 -0.3 11
5 0 23.979 + 0.2 0 8
6 0 29.969 + 0.1 7 4
7 0 3 5. 2 6 8 - 0.2 0 5
8 0 3 7.7 7 3 + 0.6 9 9
9 0 4 1.8 1 9 -0.7 9 8

1 0〇 3 7. 6 9 6 +14.174

田 

崎 

w
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ゴルシカマ
CoRSICAN PINE

オ ﾡ (W入)

ノ2図 コルシカ マッ： ﾡイ数bとﾡとのﾡ係

コルシガ マツ

CoRSIcAN pINE

«/ダゥ) «38)
g (ピノ
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12認に、bのl点(・でもつてむ高に対してブロ"卜してろり、この点に対して 

夏約回帰が針計なされた。

b!→5.3893+0.3975H u3
可様に、13回にはaのfがﾡに対してブロ"卜してる。これeの点、 どの樹高 

に対してh、 0のmbにか.rり近く 散ばつているととが分る。

したが/て. どの樹に対してもa〜0とし上記方四503で求めたb1 のdを使つて、 

#表を部製した。

9 3本の層化無作込*レに ついてﾡ討したﾡ県 この英は 50釈以上の樹高優について 

.ﾡ足のくのでるるが、 20、30、 40ﾡおれ58に対してはそうでないこと 

が炉つた。

b1の修正ﾡは、 方ﾡ式Y〜a+bXca-。 とおいて 計算された。cのbsou、

1 2函に〜ルHC○で示してある。5 0ﾡ以上のt高dに対ナる,試独モの会☆でこ 

つたが、2 0 呎. 30呪、40に対するものは、このbsのtを催て円計算した。

引の樹Iの材積表のt算でられたﾡ験か、ら言え、ﾡ高対bの回帰から aの修正位た 

針計算すさ方が、 cこで採用した・ これとは逆の方法上り民いであらう。

ﾡ本としてとつた93本のポ木材ﾡと材試裁から求ぬた催とのい1仮遂はﾡ本の平均材 

試の1 99%であ〜た。

5 4 ヶ所の山林委以会のヨルシ カーツ定柄地の全部について、ﾡどの調ちを行つた:。 

このﾡn地の夫"について・ t4地のつ平均田、 平均樹高に相当けナる材ﾡを材試表から求 

め, cれに松lf地の立木本数を掛けた。との様にして求めた54樹地地の材積合計は基 

頃請地調査法に ェ る 以 技刊定で求めた材板上 p0.3 %大でかつた。測定材積 と材積表か e 

推述L た材ﾡとのきの交助係数は平均調定材積の約 8 % でめった。

シトカトウト

ントカトウヒのデークは90 7本であ〜て、 その謝高級別分布は9表に示してある。

10釈樹高級紙に、回帰式:Y=a+bXを計算した、回I帰係数b、回帰常政 a の値を

1 &に示才。一方14図、 1 5図、とれらのiを犬々歯高に対してブロッ ト したもの 

である。

9殺 : • •

シトカトウヒ ; 材前表調製に便った周限 樹高級別本数。.
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10 表

胸高岡囲 おす 商 & Cﾡ
C叶 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 針計

7 51 18 2 78
2 28 60 21 4 115
3 9 63 49 24 1 149

・ 26 43 27 18 2 116 "*
1z 38 32 43 3

• *
128

2 3 3 21 39 10 2 80
1 1 13 30 25 4 74
一 3 23 31 6 63
1 7 22 13 1 44

6 10 8 2 26
- 8 13 7 28
1 3 7 7 18

1 2 5 1 13 9
2 2 1 18

12 90 184 157 124 168 115 57 24 2 13 946

シトガ トやヒ

SITKA SPRUcE

シトカトウヒ ;10 吹樹高級別回帰係 回帰常数

ﾡ級 回帰係数 b 回ﾡ常数a
C
2 0 12.870.365 - 0.319
3 0 1 4.1 3± 0.2 1 4 -0.1 6 9
4 0 16.14主0.317 0.242
50 2 4.9 9± 0.2 6 7 -0.2 4 6
6 0 2 7.4 10.2 64 0.3 7 4
7 0 3 2.7 3 ± 0.3 7 8 0.2 5 6
8 0 31.20士0.688 2.942
9 0 22.19士 0.9 0 4 1 5. 8 3 5

100 2 4.2 8 ± 1.2 11, 2 4. 3 5 9
-28-
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□d対すbのL( 1うピー定のHに従つていろと心えず、1u管の点のfu*Bド 

内にるる様に一曲線を流合さるこ と え・不可ﾡである。この点を通る型線で595a 
・界を示してある。

最大合い2つの前i高戦のっbの(aが:そのmの3つのお高0の値上 り小さく なつているの

み特に際書と7 べさな加囲載では、 高の増大にょつて、 ありそうもない

材ﾡの協小を "書やとすことそと れﾡ味して そ。各協 高越。 デー " は 一母集団か、e 
抽合出されたのでないとするのが最盛からしい設明と慰はれる。モれらが設育してい 

る地位、 これeが:っけている叫伐方法と同様に各樹恋破の木の遺伝的性電は銀分述つたも 

のcoり、各切高Uにおいへて、こitらの因子はﾡにおける根ﾡ bにを及ぼL ている、

根扱のある場合 は、投張のないへBに教べて、ﾡ高ﾡUの増介加1のつ物りにはお私iのつロr加は 

少。

回帰常政aC 15図は60吹では0c派へか、 これ以上の樹ではaの値はかなb

州加している。しェがつて60ﾡ会では、 a0でめると仮定し、 60喫以上の5つc
をる次の4 方ﾡ式を1算した。C H- 60rc対してa 〜0とする

a1〜2.9421+8.3561T+6.0345T-0.5 6 6 6T5-0.931 3T4 (o

,_(-39)
a=0とおいへて、20、3 0. 40、50、 60唄むにて、 起式:Y

Y一a+bX叶計4して、be 修正初、b!、を求めた。cnれは14団にル印(Oで 

示してあろ。大☆なゼ高8のa 1につてt算し二4次恐式は実際にaの元の計算点を 

通る。従がつて7Q 80. 90. 1 0 0吹ではa! =a 故にb1 〜bである。

14図に描いへてある曲線はh1 c○のfか.らt算されたものでゐる。 ガモ式で卜け 

b2〜27.7838+2.0775T-0.7959T" (5

Cの様にして求めたa1、、b2 の価I花僕つて材桜を花請製しな。生す地木について、次 

C標地全Cついて表の検定 花 した。

1. 6つのっ10吹ﾡ高破にわたろ72本の木の材ﾡをシトカトウヒ、欧州トウヒの材積衣 

か、ら決定し、これらの木の調定材ﾡと比載した。



この枯は1 1に示してめある。

11 表

無作為に選んだ7 2本のン ト トウヒの実材ﾡと、 ントカ トウビと成洲 トウヒ材債表 

材積の比較

高級

C択
本 談

ントカトウヒ 材ﾡ安

平怎

Ch sppu s fcet 1 - 平 均

Ch Sppu
1 0 務

1 s feet
%

3 0 3 0.43 17.6 -0.14 -51
4 0 1 9 0.77 17.2 0.30 75
5 0 9 004

>士0.574
05 049

土0576
5.5

6 0 7 -0.53 1 - 4.6 0.07 [ -06

7 0 2 0 -3.08 -14.9 182 8.8

8 0 1 4 -112 J - 4.6 0.67 ノ 2B

5 % 1.63 .... 1.63
有意水単

1 % 216 -------------------------- 216

注: 上記の迷は 材秋材ﾡ 一定材私

プ トプ トウビの材依ではみ材積と突材領との2のお平均は一 0.9 hsppus feet 
C標の平均材依14hsppus feet の6.492rに当るうで改がは0.23 
hsppus feet であた。.単木材ﾡと表のiとの2の採地伝逃は土1.93hsppus 
feet 即も平均材ﾡの13.89%でめつた。

欧州トウにの材ﾡ表では. 試材ﾡと災材依の逆の平均は-0.38hsppus feet 
でCﾡ本の平均突材の2.79る)ﾡ設準は士0.23hsppus feet でぁつた。単木材 

材ﾡと彼の値との塗の柳ﾡ側差は士1.9 1 hsppus feet C 1 3.5%うであつた。

2. 岡ﾡ積の材ﾡ変ﾡ、5 6 ヶ所の ントカ トウヒ 間定柳1地地のユ立木材ﾡを推定するのに 使っ 

つた。二流りの校討を行つてみた。

1 ォ1の統討としては、ﾡﾡ地の平均/囲、 平均樹高に当ナる材ﾡ役材ﾡにェ- 

カー当り の本数を掛けな。との材ﾡを山林委員会のﾡ1標1地の法に上つて調定 

. -30-

した材ﾡと比設し。

シトカ トウビ材ﾡでは救の平均C材田表材積一ﾡ定材和xeL8hsppus fee 
即や平均い』定材喰の 3.10な ﾡn設宮は主 33.6hsppus feet c1.27s% 

でるつた。したがつて、このおﾡﾡを使えげば有最な正のﾡりが入つて来る。ﾡﾡN 
準士255.5hsppus feet C9.675つでめつた。百分事で役やせば、ﾡ 

の平均は382%、tﾡ設数は生1.05%、in岡差は主8.00でるつた。

欧州トウヒ材積役では救の平均は106.6hsppus fcet 即も平均推定材伝 

の3.97%、Wm西差は主25.6hsppus feet c0.95であつた。した 

がつてこの材ﾡ在を使っ場合にも有冠な正の回りが入つて くそ。Wm価きは主 1915 

hsppus fect 〔7.14°%うでるつた。百分で表やせ、基の平均は、5.09 
%、W納額強はま0.94%. 梨mNきは土7.02°5でるつた。

i *2のﾡ定では、岡定ﾡ量地に中いへては、林木は船囲継にグープしてるり、 

各グル プの材がか別々に決めてめるとい事災を利用し。この様なグープ毎 

の中央木のお ﾡ費材積に の グ～ープの本数を掛け、c。 グループ材ﾡの合針と 

部地の 御定材 依とを比撃 した。

シトカトウにの材依及では. 滋の平均C材積数材積一調定材ﾡは7.4 4
hsppus feet 即も平均ﾡ定材6の1.09950かA試差は主8.96hsppus 

feet 〔131%つであつた。この材ﾡ型を使つて求めた結には行意なﾡbは 

なかつた。硬側道は主37.98hsppus feet でぁつた。C5.56%3 
目分率で安わせば、aの平均は13 4%. (n警は主1.3 6% wm価は 

土5.77 %でるつた。

欧州卜"に 材試表 も 有確な ta ・ は なか、つた。

の平均は11.46hsppus feet 即も平均ﾡ定材6の1.40%、t納額塞 

は主12.04hsppus feet c148%つで©つた。百分事で表め、室 

の平均は、2.12%. 標載試送は士1.55%、Wm価当は、 主559%でるつた。

こ の試 果 み れば、シ トカトウヒの 材御 ﾡ 推定す る 時、欧州 トウヒ 材積 我は R 
かれ映かれ シ トカ トウヒ材ﾡ夕と同に推定仙を少えることが確出来ることを示 

してホり、相当量の資料が得られる会で〜 ト トウヒの材ﾡ衣は使わないことに 

した。
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ベイ マ ッ

ペイ"材6姿は1472本の木で調とされた。1 0ﾡお高段の方剛式:Y→a+bX 
の回ﾡ係数b回ﾡ常数a のat算dtが:1 2に示してみる。

1 6図か、ら明らか・様にお卒対bの回帰線は証線でるつた。回帰郡式は

b1=6.1918+0.2493H UQ

おﾡに対してブロットしたaの/を点(・うで17図に示すナ。修正(b, か6aの般面 

da1 そﾡした。との2正da1 はaの未ﾡ正ﾡより平なH向/従つていることが 

られるで©らら。点a! そる二次方印式そ計算した。

a.=2.9306+1.5443T+0.2013T"

EFPtff投を方部式Y=a: +b!X からtwした。との場合にはaの最mの 

計算値に対して 2つの修正竹と。b に対す る 1 つの1正dとがるつた。

M闘、 B流でﾡ化した96本の無作独岡本を材回変ゲー"が・e抽出した。との問キは平 

均して 0.3 4 hsppus fee t 即ち田本の平均材依の 1 02%の選大推定価を4え た材ﾡ 

受で求ぬたおはか・ eの木材領の前404絡ﾡ本の平均材簡の 2 9 %でる ること ゅwつた。

さ 9に山林委員会の 6 3 ケ所のベイ ー商1定ﾡ地地の全部に つい てm度の検討を行つた。 

この標準地の各々について、頃造の平均ル張平均団品に桐当する材Hを材岡変から求ぬ、 

とれに杯地のユ立木本数を掛けた。との様iにi計算したe 3 標1* 地の材防合計は 基準科 単地 

調査法に 上 る直援測定で求められた材ﾡ上 り309 % 大で あっエ 測定材田と材ﾡ獲で 

定した材整との生の探準個名,工平均測定材出の略a %であっエ 

12 表

ベイーッ ; 1 0樹高級別の回帰保数と回帰常数

ﾡ 高 回帰係数b 回帰常政 a
C

3 0 15.4899 - 0.2568
4 0 14.3167 0.4 3 8 8
5 0 17.8569 0.8 3 8 0
6 0 2 2.24 2 3 1.2 4 6 5
7 0 24.9122 2.1 2 5 9
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砌 5 kb 回 B常政a
c
8 0 24.6941 6.。 125
9 0 29.0341 6.3918

100 328148 6.0423
110 30.6934 1 9.8334

カア" /

♦マッニ顿ば 133 9本の本で0拠された 1 0高8御に回ﾡ: Y-a+bX 
を計/した。

回ﾡ係政b、回常敗。のぱを］ 3裁に示ナ。

・ 19Br. b、aのataが犬"点C・つで出に対してブ"ットしておる。

18認の点を通ろロCi回ImTa計i , との様iにL ct正仙b1た求め、 正価a1を

し ・式 Y=a+bx に代t入した。これは19回に〜マル印 

で示してあろ。

点a 1をる2次方ﾡ式を計算した。

aa--0.1417+0.2009T+0.0726T" as
H-45 T ・-------  

1 0
函0*紙に回帰式:Y=a+bX にas、b1の適当な値を代入して材試及を計算L 

た。ベイー"の場合と同ヒ く、 aのEt3fic対して2つのﾡ正価いに対しc1つの修 

正があつ。

刷回、ﾡiで用化 した 4 5 本の無ドさ中本を材髄式デー クか、e抽出 した、との 栩本は平 

¥ルて0.04 hsppu s feet 即もt本の平均材fの 0.6<の過少定ﾡを少父た。 

材積数でよた材積か、らの木材ﾡのﾡ地価差はﾡ本の平均材積の約 1 1%であつた。 と

は これ でに調製さ れた材試表の内れ1価の最 も少い もの でわ る。

山材残員4:の4 5ケ所のラーツ岡定t型地の全部にいても請便の校討を行つた。各 

山；池について况準1 也の平均周囲、平均t高rに相当する材積を材試か、ら求め、 これにお 

m地の立木本 改 掛けは た。と の様に tWした4 5 w ﾡ地のつ材合卜はﾡ1t部地いﾡ法に 

よ nバ接 品定で決定 された 材紡 上 り 0.5%小さかつた。測ご材ﾡと材積表か、ら推定した材

-33-



依とのごの(差は調定材独の約 6%であつった。

13 安

カッツ;1 0ﾡ樹高成毎の回帰係数 回帰常数

カラマ

JAPANESE LARCH

ﾡ級 回帰係数b 回帰常政a
C吹
2 0 15.2203 -0.3844
30 15.。 6 8 0 -0.2081
4 0 20.3500 -0.3062
5 0 23.1668 0.0715
60 27.8723 0.2763
7 0 31.9436 0.7216

討諾と決論

H対りの回分線は欧州トウヒ、 =ルンカーッ、 ベィーッ、 カフーツでは『線であり、み 

州カラーツでは路証線でるつた。との場合にはﾡ線性の優定は、結県として科られる材ﾡ表 

拡大した影督を与えないことが解った.ただン ・カ トゥ=けについては、 回術織は 

静とは明らかに並つたものでゐつた。こ G 樹利において さえ、欧州トウに材積式のデー 

そ検耐る時ﾡ示した証協性の仮定は ントカ トウヒ の奥際の be 値から 鋼装した材陆4 と 
交色ない縮果を与父た。したがつて、 H対bの回帰線はu峰であるとして* 上Lu線で 

なくてい 記線で②ると仮述して* その® 果えられる材機発 の楕 展况啓なわないであら う 

といっととか、 のべられ6書和について明に立つた。

H対の回帰はか、なり交化している。欧州トウヒ、 ベィーッ、 カフーツでは凹状曲で 

みり・欧州効タマッ・ ントットウビでは曲Mの下部は凹状であるが、曲線率恋化がおん 

曲の上部では凸状となつている、 =～シカーンではaのMは金て0の帰 bにあった, 

欧ウラープではH対bのM線回帰か・e求必たb1 の値况方程式： Y_a+bX eftL」 

入して 再計算した a の 値は曲線の変曲点 た な < した。

しかしヨルシカー ッの場合の同様なa のnta- これは材積表の調理には 使わなかっ 

た一は欧州カフーッの場合の初めのS字加曲線に公たH対aの回帰線を与父た。シトカトム 

ツ上でだ、aのW計死はしなか・つた。そとでH対』の回崎線は低いu高F級では凹供をなL 
樹痂範囲の上限近く に、ﾡﾡに上つては交曲点が存在するといら一般法町か加ユつ

ﾡ テ くsx)
ノSY >ガフマッ; 百「丞故ゝ とﾡなこ 係

カ ラマ、ソ

JAPANESE LARCソ

のと

イ-eJ。 <e o 4e クe Pe g / //e ク 
ﾡ 西 くロ天)
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こわれる。

ﾡべたﾡ科から、 従やれる一般材依表(らの形は多分びの卜になることが:暗示される :

Y=ai+a:H+anHﾡ+b!X+bsXH c9b
ただしこれにa4 as H4が加えられることもるる。

前に設明しに法で材積をの型ナる方がJいか、 設は最小5項、 最大7項を持つ方ロ

卜: C9bうかeM振材価張をか翌しメ方が上いか・といつ問盟が年る。mを商して、かな j
り中広へ版闘グープにデータをめないへﾡり、 コーデングの量が多く なるため証接計算は 

ﾡくでパなくなるであらら。たとえ、この様にしたとしても、Bの部約になるか、どらか、 

明言することはﾡしい。 その扱所は完全に客2的であるといらことであり、 主な欠点は色 

色なグマに上つて得られるデークについての洞災刀が央なわれることでおる。樹高成無 

に回帰:Y=a+bXが計算されたならば、 全然区柄法をﾡわない時、ど G ようなことが 

得られるかを書らととはで合ない。しかしは州っ〜ッ、改州トレビ、 ィッ、 カラー 

ッの場合の様に、 Hc対けするa、 bの回帰線のH向がはつさりと決つている場合には、 

この田帰の計算又は be能正値からacfiBを再計算したとしても、mる所は少い止っに題 

われる。しか・レコルシカーッ・ ントトウtの場合の機に、 Hmcついて、何んeかの堀 

がるれば、 H対の回帰線は証線であると仮定し、 モれにょつてaのuﾡlHmするのウ最； 『で一 ^ :
オI周 林分における材積一断面積直線 :

The Voume - Basal area Line Within A Stana
才4条柄 度 Precision 實

この論交の才1では、める谷るのっ個々の木が広施囲の地位、令8にわたつてとeれ、

これがつの日集団 と して派扱かわれる場合の断面岡対材田の回帰線についてN明した。7 
つの針葉団種のいへづれについても、与えられたu高に対して、断面品対材積の回用線は、 

ncHも

Y - a + b X

Y一材 a
X町 面積 ) で十分近似でさる。

上の方迎式に合会れている、 a bは樹の西数であることも分つた。こhれeの関係か、 

オ 1 漏で述べた、一般的材積表1 (方法の曲と なつている。
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オIでは、一の林分、特に計弾むのつに)令テム(林ホ内の丘7面「ir材すHの川帰1を扱う 

こ とにナる。

その後. この関係は通、ary る力、それにいへるのであるととが分った。才Iﾡ 
で説明した興のデーグに対けする、材伝一断面回tはと、一林分につてのデー"か6科 

eれた線との田要相違点は、以ﾡなデーグでは.ui面領対材r伝のロ郷線はは、 えられた 

ﾡ高に対して、山iと考えられるととでゐる。それに対して、全ての木が、 一の林分が・ 

らとられたのでめれば、ﾡに無ワ 、 3人出出力とい’

る。 Krenn C1944 Jolly C1950. Prodan C1951 

Loetsh C1952 ictるuく最近 宛変されたﾡ下の文びでは、一林分内におけ 

ろ断証 の回帰神を区扱いへ、かろ条件のものとで、山ﾡか・らどの和/のﾡりが生す 

ろかについても述べている。しかしながら、お!i A 上て断山ﾡ 

対材私回総・ どの様な突化をするかといらととにつては未だ充分な研兄はなされてい 

ない。との点についても欠けている我"の知.を尚すためにぴ明そし このtcLてie 
れた知識め:突際に倒えるかどっかを明らかにすろのが、cの研兄の主日的でる 。

この場合に表われる最も加な事は次のりで。 乙。

i 2、3の例外はゐるか、回帰品線が:X(C枢ﾡうを切る点は、 少くとも、金ての地位、 

8べられた7 樹研の全部について同 じでる b、tl命、間ァに上つては犯らない。

iう 一つのB積に〜ては、回線の御 e C 即も回帰係数 は 株分のお7 と 共に増大ナ 

乙が、間方渋。地位に上つては、はつなりしたルやは受けてない。

林学に士ける調!学的問題を解くために。 とのj見の実際の応用については才6章でぷ 

明するととにする。

資 料

との研究に使〜た楽科は、山林ホ委員会の同定板』地の記公からとつたものであるが、少 

くとも 3回調定のおこなわれた一連の間伐比散試跡地、-柳ﾡ地の中には少く と4回預 

定 さ れてい るものるあ るが一だけが渊べ られた。

調定回 数の少標輩地か e得られたデー クは、 それらを調べてみるだけの価仙のある、 

情報得られないと考えられた。機型地が科伐されてから、全ての木の材積を決定した4 
保地だけは、この一段的規約から除外する。;これらのﾡ地は他のーグかefeれ

い情報を提供した。ﾡされたﾡ11地政お上て、ﾡ定回数のお計が:14老に示してある。
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その#はWSViに示してあろ。

熱近地行されている方法に従つて、企てのt吊 定uc 、G。オエ

向と対級的に、すI78○つ材積は、 上述の4坪役い地を除い、て、全て皮内Cunder 
bark でサえ eれ 試m地ぷに特の材aのitw は殆ん ど 全て皮 内で

福定されていろ。仕の の問9を除いても、 々な现由から.「データーを比付の 

材団にitナことによい、 オ:

Iﾡのデータをﾡ一にすることは災行不可能でかつた。な E師に換算するには、視;

史的/定修ば不係 しか・な ものであ ろか ©e める。

ォImでは、断7面広は氷Ifとlﾡに皮付でケ父 られている。

14 ょ 淵 代された用準曲故と制定の球数

- - 一 •

一帆"地 間 伐

*で**卒--- * - 

ﾡ平地

課』地数 請 定 回 改 ・ さ 回 地 ﾡ 定回 ご_____

固 定 t1j地
欧州 カ マ ッ 2 1 0 1 0 2 5 125
コルシカー ッ ・ 一 5 1 0 4 9
ﾡ州カ ッッ 3 2 0 1 2 3 2 149
カラーツ 3 1 2 7 1 6 6 9
欧州トウビ 一 — 7 2 9 140
ジトカトヴビ 5 2 8 3 8 2 4
ベ イ ッ 5 2 6 5 1 0 4 6

1 8 9 61 4 9 130 602

伐 採 保 m 地

コ ルン カー — 1 2
ベイマ 2 — — — —

山林受員会の標必地調査法 に従 って CMacdonald 1931t地は、普iic「l 
牧行い、 その生長求に上つて3〜6年間ﾡでﾡ定を松返した。神記の際には、いつ、 

皮付町軽3叶の点生での 1 0 吹間ﾡの丸太材試を測る こ とで、約 8本の木の材積が定 さ

た。□木は、その研本地の別叫(ﾡ全にわなつてとられ、ﾡ1本木は特定の周囲&に 
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対する平均樹高の2叶以内の樹高花 もつていろとい う条件を 為していなければ な らない。 

ただし、平均ﾡは脚高周囲に対して20〜30本の樹高そブ・ットし 平な曲様そ描と 

くととに上つて決定されたれのである。との条件 つけられたゐ通内で、 w本木の掛択は 

主観的であつて・ 樹幹の形状、細りの点で、ﾡ定の時点に士いて、 その林分の"代a" 
representa t i ve であると思われる林木そとる様にする。

研本木摂定方法は材岡推定値のm厩を上げるとと e目的としているが、 そのm度を tつ、 

妥当な推定ﾡを計死するととは出来ない。この点c〜wて、後で詳しく脱明し上う。※ 

畑次行なわれた漏定の際・ 同じ保本木が:通ばれるﾡなととはしない。改年前生では部本 

木の材ﾡを断町ﾡに対してブロットし、 その点をつて目調で線が描かれた。しかし、製 

近では、 計曲線とそのれとになつている点を示すグッフはやはりfenるけれど、回帰 

を計算するのが普飛になつてeた。とれt. at死をル味し・『検が:Cの関係を波明才るめkに、 

不適当でめるか、 どうかをみるために、施かれる Ac である。全般的c、山林委員会のデー 

ークは排証線性はめつたにないととが確認され、 その ようなことがあったとして し 通常 

ﾡ本抽出に因する試差限界内にるるととが:分つた。材ﾡ推定催がルなを受ける他の設送 

を念茹におけば、 この非直線 性 は 十分小さな ものであ り、特定のル闘«の材問上 りiつと 

大切なその)標ﾡ地の誘材値の決定には無ﾡして上い。しかし、 との研究では、いくぶん洋 

しく、抽出西差をサえなければならない。というのは樹利. ﾡ命、地位、m方法に上る、 

材随一断ﾡ依i線の明議な変化に影でお上ナからである。

材ﾡ一断面ﾡ置線のぷ送

一林分にさける材と断面ﾡの関係がuかであれば、回帰線は次の方ﾡ式で表わさnれ a 
Y=a+8X
Y=材 a
X=断 面 和

a = 回帰常数

8-回帰係数

回帰がめる材分内の全林木の代りに標本かeat算されなならば、a. bの與の値の代り 

に推定催が得られるでめらっ。この推定値には設差があるから、1の回ﾡ常数α、Jの回 

帰係数8と区別するために、a、 bで示される。

αの推定仙a は
C※ その後、 上り客ﾡ的な標本木ﾡ定方法が対入された。)

ゝY一b夏X
(9

8の推定価 bは

nxxY- ご(x(ub E - - - ---------------- (
nンX - (夏X°

から求め eれる

n = ﾡ本木の 後

z-和の 記a 号

aの設差は、一部はbのMA差の影をっけ、一部は、林分の推定平均材ﾡ(ぶ' が 

の平均材aC ぶゝと同じでないたに生生じものである。この関係は 20図に示してある。

設明に使われている記号は

AA1 →Nの回刷録 Yaa+8X 
天→林分の平均延面種

y一交にあける真のおﾡ. 即も林分の平均材債

3 ' = 交に☆ける推定材和 

ay'一y' の柄寧設差

8 y- のyの推定価

d=1の回帰常数

a=の推定位 

da〜aのw額遂 

8 a 〜aの推定価 

8=真の回帰係数 . 

b"月の推定位 

ab=bのi融差 

入 b=d bの推定位

e=回帰係数が8の代りにbと推定された場合のaの設差

/= *における材独がyの代り iにcy ' と推定され場合のaの観差 

z=Y" O忆おける断面積

z' →2の描定位; zを対入した理由は役で説明する。

W-回帰係数が8の代 りにb と 推定 された 妙合の 2の触き
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gデ*けろンyの代りにy' と定されのの

2 0Bからこの診説に関消したのﾡな関係が推ごされる。

1. 一e=交Cb-8 el
何故なら

y-の8=--- C 20凶での負であろととに注"上)

y-(-e

引死 すれば

b-8= --e X
- e =支 C b 2

したがつて、 eのtn8之は

Qe=*αb
2. ノノ=y一yI

したがつて. の採1心逆

Q=αy "
3. - =gZ

故て

・----

た上び ;

Cl

C2laう

co

C22aう

C23n

C23b
4. 試差/は設差e と同に方向のと と ,on、政は反対の力向のととも ゐる。指定ばは

3 e =x& b C 2la 上り

お上び

2"ータy' C22a上b
回帰線が林木の無作為標本か・ら針算された場合の様に 2つの標8遂が独立である と 

仮定ナれ

』a当-』e*+』コ-支当』b2+』y'a ao
5. w-C天一*っc上5っ

ﾡrお

何故ならば

2○図 y.ん.a& の課差向 o ﾡ示 

. .
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B=-y- cy=BC支-z ©3

6iこ心代入すれば

〔xーえ)D ・ー ------- - 

x-2-W

〔x一ZCb一8W=--------------------------------- ()
- b

y - y '6 K F ----- ' ()
b

7.z'〜z+W+g ()

(ictm 6た代入すれ

bの膜さがb その もの 忆校べて小であれば C この地合には、この比は誉通 10%上 b小 

cあるうォ1の近似として、 8で分母のbを区な投えることが出来る。これを平方して 

期待他をとれば

c天-z2db"+2y,
の"'z'=-------------------- -------------- C29b

6
Cbとy' は無相!でゐ る。

契際には8と母分散はその推定値b、 8b"、 8yゞ、で置e換えられる。

8 Z '-もェ {cミーxゝ2c』b当ゝ+4ラ} o

したがつて、 xとzが共に正であれば

C 文は常に z 上 b大であ る。)



8zs<-｛テョ c』bsう+8ア )

交ざC8b"う+8一2』as でoるか.e oo
ふ..,s--49

" b

数r

・ 十一 , w.

しかし、交が:zに教べて大合ければ

, A a
及’％-7— C31ab

回ﾡ常数a、回係政b、取はとの山因子を推定する場合の8務は次の様な原因に上 

ろものでゐろ。

(I 笑ﾡの際の設差

(ii) 計算ナに目視:て回帰線を描くための試差

(間 ﾡ地地内の全林木から決定すナる代bに、 ヌ本木から回帰が推定されるというととのた 

ぬに生する設巻;普加の抽出ﾡきの外に試本木が有登遣択されるために、開 奇が加わっ 

てくる。

(i) 定の際の試強 ^

調定の際のっ色"な(例的な『味に上つて、実調の際の額は小さいので、余りm要で 

ないこと力匆られているが、(i (間のa差は頂大なものであり、 意をﾡする。

(ID グラフを描く際の試当

子め 目 調で描いへた回術線全部 を計算ナるこ とは実行不可能でる e5が、4 つのi方さ 

法にいヘてラチン方格を組んでが黙を行たBowmont の欧州ト ッ ・の例納地について 

て、この針算を行つてみたCHummeI 1947
このﾡ地地の細は附録Vc示してある。この扱地は1 93 0年に始つて5年服は 

6年げ隔で調定が行な われている。従つて 4*4*5=80 の但l帰線 があ る。その各" 

について、図か、ら求めたbとaの値を針計算催と比徴した。その結果が:1 5表に示してる 

る。 ■ .

aはhoppus feet H位で与え られており、一方 b の数価は、所面後が一平がr
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した時の、hoppus feet 位でざはしたお｛の加1を示している。

例えば、b=20でみれば、ﾡ面ﾡがく2平方ﾡの木の材日は、断面f:一平方択の木 

上り20hoppus fcet 大さいでからう。ﾡにことわりのないﾡり、 このa、 boH 
単位が。 *Iiを流にて通用される。

オ1 5におけるせ数価ある沖に3ナるる『ﾡの) 4ブロッ トの平均である。a.b 
決定する2 方法から生る相違のI性をﾡ分サ楽年するためこれ e。 故C 計算侦を、 

平均して1 5表にしめしてある。 残の示す と ころでは目調で引かゾれた回帰線は bの推定 

tには叫を生じなかたか、aでは最 初 2 つのu定mについて心も t負の α り が入つ 

ている感じがすろ。この0は しあると してもひ小さいので余り面型でない。

15 製

Bowmont 欧州 ト ウ ・ﾡ地地のb と aのグッ フィと計］位の差

ﾡn地番号と伐和
_企_____ (年)__________

平均差_25___ : , __35」 -10__
S85B 0.4 -0.5 b 0.2 -0.3 0.9 +014
SB6C 0.1 01 -0.3 0.9 -05 +006
SB7D -0ユ 03 -25 -04 -0.9 -036
s88LC 02 0.0 -08 -03 -010
平均塗 +015 -0.。 2 5 ヨ +01 5 2:. ・ • *琴**ャ
bの計算仙の平均 13.6 16.1 184 2 0.0 2125

585B -0037 -0.0 07
a

-00 87 +0.030 -0210 -0062
sB6C -0022 -0024 -0028 -0ユ1 63 +0094 -0029
s87D -00 07 -0.0 62 +0.464 +0.031 -0160 +0053
s B8LC -0024 -0.02 0 + 0.011 -0.07 6 +0050 -0012
平均差 「-0023 -0028 +0090 -0.044 -0.057 -0012
・の3間の平均一0.358 -0401 -0.395 -0.3 07 -0239

b、aの型益が特に大さくわれなのは、30年生のDaHのﾡ地でめつな。このむ 

i地の記ﾡを調べてみると、 その-つ;87号い地地(3)の回帰線か、 その基となる点の細 

向e、従つていないととが分つた。緑を描くものは叫れでも、この標本木は代表的なもの 

でないと考え、 それがると役が考えろ総を描へたに違いない。Bowmont のこれ以外
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のd 、全て、bとa ・キイ・ tx方法に上 ろ

この係政の交化は、 か・されか・つた一。1 か点と していない 

様な他の例が2・ 3あ乙。後に脱明ナる、S.48 2つ調定仙は 

の一つの例であろ。

価 抽出ﾡ差

抽出別きを8べるために使える安科上 り一岡のーデミ を うけろ。 卜木が無込では 

なく、この流の初ぬに設明し一方送で主え的に武ばれていろために、b、aのin試独= 

の不側推定他ふb. Zaを求めろのにロ本ホの い。田本木の

確:的損択と主ﾡ4 出来る行納地は、 全木のお依が調定さc

れてい る標準地即ち、キn
皆伐された若干のi地の # のが:利J用出来るに過iい。

この伐採された回型地の4つにいては、 オ1 4表に記載してあり、 その詳ﾡは 16 
表に示してある。

, この4初的地の夫"について、記日公か.ら、ロ牛木の二ﾡが:逆ばれ*二。その一つはﾡ

的方法によ/ つは、 可囲? ・に分け、 各グラから想

本木 を 一本宛掘 んだ 4 のでる。

1 6 表

4 標1部地の詳細

「1地

1 お 商F
林令

Gp
あm地 
の本 C咲

-
> AiSiM ｛払バ」「じ分と1上 山従 「I伐型Cエーー "パ'・- イ ハ.

E5 9
Highclere, Hants 0.378 B コルシブーツ 3 7 322 724

1 -th.s fto
24 2,579

E6 0
Highclere. Hiants 0.374 D コルシブ・ン 3 7 106 73 34 1,907
E2 7
Lake VyrrwgMont 0.403 D ベイ マ ツ 2 9 1 6 6 2 6 1.3 1 5

K i ldrnmy Aberdeen 0.317 C ベイー 4 0 8 2 75y 3 7 1.536

オ I で話 じてい ろ 他世のデ ー グ と巡 つて、4 初え地で記された 材伝は 全て. 放内 

hoppus fect ではくて皮付のhoppus feet であろ。

2組の初木から決定された、 い、 aお上び』b、ぷaの価が17表に示してめる。

182は、実材・と一; このb、aの何1から計算した材ﾡと、次の公式から計1さ

れた 材品推定のいmぷも示してある。

1 3vol-Nsb xc + ・ミ3っ e

ふvol →Wm地の推推定材ﾡのﾡﾡ出差

N 一 岬地のユ木本 改

n = 本木数

Xp .蟬単地G平姆断面徴

*s 一 山本木の平均断面和

ンX 一平均からの各単木断面積のﾡき平方和 即t
聞もンC X一支 s援"

ﾡ行う上っに日闘で材ﾡ一ﾡ面fii換を捕いたとしても、どのお i、お 

積推定価に大 響のいととを、 17、 18表は示している。この炎は又、期待に反 

Lca、bの推2 白なf品が、ﾡ本木の 法に

上C・ たとえかつなとしても、ﾡく(かしか増さないことを示している。材ﾡ推定位の 

ﾡﾡ逆は主部的に げれたﾡ本木の組では、2.45と4.18 %のt開でる ・、無：； , 

選ばれ た組では、 1.4 9と6.29 %のtuにあるcと がわかつた。

守定 の所6 %用 西8で、ロ平均の材 試を もつc る と思われ る台1木を みつける 様に s 
カナると とで、材 的 推定値の精前度を地さ う と 合うのが、 主包的振択の主目的なのでゐる 

が 少くと この4初地地ではﾡいなことにはこの目的が途られないことが分つた。 

17 表

4も地のb. a. Sb、Saの散価i

博*地

番 号

木

主 跳 的 択 択 無 作 3
祝本木改 . b 方九♦- ------ - ---- . a ふa 初本太 b 々b a|/a

E59 8 4 1.8 1.7 6 -228 1.08 8
-

3.9.7
番 * ••• • 幸帝マ -. ­ ・ w . -- w

2.20 1.951.06
E60

•
8 4 1.3,4.53 -3.39 2.94 8 3 6.0 1.5 50.441.1 2

E27 8 27.52.28 +0.02 1.0 8 8 2 6.8 3.050.061.26
S 3 2 9 3282.26

_ 一 . ** - . ...... \--* _.
-0.63 2.03 9

-
3 2.5 4.831.51 4.78

> で-----*-----マ 4--*...-..-
- 44 -45 -



一方、このﾡ輩木の主観的損択に上りﾡりが入つてくろか否かの証拠はない。しかし、

4 標地地かゝらの証拠だけでは、にれ以上の全てのi地でﾡりが入つて とないとはかなe 
ホしも言いされなv。 との様(りが士上ばす』野にいて考察するととが望生しい。a 

りか、間枚方法や年令と関係がある上っでるれ、岡地gは大になつてくる。

これは、 偏りはとれらの因子とb、 aの真の交化をるい会いにしてし生らからであるか、 

上くある様に、起りうる叫りが、いづれも、これらのi子のいづれとも関係がなく, 一定で 

でめるか. 製調者に上り交るだけであれ、 ﾡは低くなるが、この研究の結果 は 逹狛され 

れないであらう。

主観的に運んだﾡ本木か.ら算したぷb、 8aが:"b、"aの正確な推定岡とならないに 

にしてる, 少なくとる真の採納回差らしなものの指様となりら乙ことを、 4研m地の請県 

は示していろ。

従つて、 Bowmont の破州トウヒの各柄』地にいて. 主型的に扱れた情本木かe 
2b、3aのﾡを計算するととは当を刊たものとサえられる。との様cして得られた。も、 

" aの推定価は、1 9表の前半に示してあ、2 1図の上c図示してある。表の数位、お 

上び. 図の点枠沿の点は、与えられた調定時に同和間伐の行われたﾡ納地の平均を示し 

てる。

るbの処那平均は0.77と2.5の範囲内にあるが、表には示してないけれど、個々の輝 

ﾡ地での西端の簡 は0.16と4.78 であつた。

2bの催は表16 17 18,に示した4つの伐採したﾡﾡ地のそれと同じォーグである。 

即ちこの表では、主製的に拡ばれた標本木の組に対しては 17 6～453 無作ねに犢はれた 

ﾡ本木の組に対しては 1.55～4.8 3であつた。

3aの価は1 9表と21図の下半分に示してるる。処型平均は0.。 66～1.059でぁ 

b・ 19表にはは示してないが,個"の松の地でのN端の価は、 0.015と1488であ〜た。 

Bowmont の材ﾡは、皮内で調られたとものでめるという事を樹してる、なほかつ, a 
の値は4標ﾡ地で求められたもの上 り小さい。即も主ﾡ的に掘ばれた標木の組では、108 
108 203. 294であり、無作為に掘れた組では1.06 11a 126. 4.78であつた。 

8aの催 が平均間囲に比例けるといらととはMに 述べた ところでわり、 枚採標W地の』a 
の価が比較的に大合い一因はズ a の最大値を も つ二様碎の平均胸高な周囲が、夫々 / 

け、9 けで込 るといらと とのためであ る。一方 B。 wm。 n t の標 m地-では . 平均胸高 m 
周囲が8叶を越父るものはなかつた。しかし、樹皮 の有無や、周囲の相違でもつて、ヤ.义 

された 4 額1地の8 a が大eWと と を充分に説明す る ことは出来なかつた。

図を書 く 時の螞と推m誤差の結令された影響

2ノ図 Gocun乙 ので州卜▽ヒﾡ全ﾡ, 林Aに対するSb, Soの

を派す. 右はじ 政ﾡ 左うけた 女 様洋のﾡさ 示す .

く*) Eアとﾡは全の平均「な示して\る。
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19 表

Bowmont の欧州トウヒ標ﾡ地におけろえb、 Saのf

処理番号士上び間伐量

年

3 0

令

35年 4 0年2 0年 2 5年

S 8 5 B 0.7 7 1.30
/b

1.3 9 1.3 1 1.4 0

S 8 6 C 0.9 5 0.93 1.1 5 1.0 3 2.4 7

S 8 7 D 1.02 0.9 8 1.8 5 2.18 2.5 0

S 8 8 LC 0.7 9 1.0 2 0.7 7 0.6 3 1.0 2

平 均 0.8 8 1.0 6 1.2 1 1.2 9 L8 5

計算したbの平均位 1.36 1 6.1 1 8.4 2. 0.0 2 1.5

S 8 5 B 0.0 7 1 0.1 9 2 0.2 0 4 0.3 0 5 0.4 0 7

S 8 6 c 0. 0 8 4 0.1 3 2 0.201 0.2 2 7 0.7 1 6

S 8 7 D 0.090 0.1 3 6 0.3 7 6 0.6 2 4 1.05 9

S 8 8 LC 0.0 6 6 0.0 9 6 0.1 6 9 0.1 5 6 0.5 1 9

平• 均 0.0 7 8 0.0 3 9 0.2 3 8 0.3 2 8 -0.675

計算したaの平均m -0.358 0.401 -0.3 9 5 -0.3 0 1 -0.23 9
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今でのところ 本木の主"的)ﾡ択は、抽出額楽に大した眺響荷 さていへことが 

立rされている。スシブり グに帰国するbの額差Cガbゝは平方ﾡ当り4homus 
feet とi*ることれあるか、 通は 卜であり、 らに、 tmの代b、目で、材

ﾡ一ﾡ面6山［硫を摘くととで生る請楽.・ 、 抽出ﾡ準は大さいといっととも示さ 

nた。

したがつて、bを拒だするW、 :つの因によるﾡ合出きはﾡして小さいととが期 

にけよりは少し大さいが:余り大さくはない。aについては、証刷はﾡかで 

はないかふ、油出設が少くと も農大ﾡ6 hoppus fectに述している神に思はれる。bの地 

合と 同ﾡサトン ブ ・ ン "に よる課務は、 通目 ﾡで回帰ﾡ を摘く= とによる試挙よ り大せいへ。

ﾡm地を順次1 られたcb、 ac 比絞することで、 b、 aの定価が:う 

ける2つのM因によるざ i合された影ﾡについての2、3の性念が問られるだろう。 

b aの(を6令攻は樹高に対してブロットナれば、(ﾡ令とは極めて密接な相関がある) 

こeの点は一定のつﾡ向をち、その購りに、b、aの問々のfが散つているのが見ら 

れる。この散ばりは、次の両定去での木の不規則な変化によるか、上にのべた出独による

、ﾡは、この二つの問因の報合さつ一ものによつて生にたものつでめることはI並いない。 

*分の生存過種につて知られている拠から、たとえ、実貯のつ生長半が年にょつてで化 

したとしても、書加のつ不規叫な交化は殆んどありえないものであり、したがつて散ばりの 

大部分は a、b を決め る時の設座に よ る もの に速いない。

上M高 ( top height) に 対す る b の回のつ ﾡりの御々のb のfの散ば りは、23、

25、27、29、31、33、35図に示してある。図は夫々、→つ○曲酬の標m地を

している。各ﾡﾡ地の点は点線で ○り、ね号と根のmでI る。こ 

の図につへてはォ51で洋しく陥rナるととにして、ことでは点の散りだけを考索すると 

とにする。この散ばりは普通bの3位より小さいか、神定のつﾡ地の平均的ﾡ1向から5』 

位だけﾡつている柳地もある。b、8のﾡを計算した標本木の内部的証拠に益ナく前 

述の Sb の推定値は、このグィクッ ムに示されてVる大ささの偏きを期待させるだろう。

bと同様に、aのfを上層Ctop height) に対してブロツトすることは可能で 

あつたが、 オ5流で説明する様な理由から、aの代りに上用流5に対してz 'をブロットナ 

る 方が氏 いという ことが分つた。z ' はY=0における断面ﾡであるく 2 0図谷照ゝ。Z' 
と上ﾡ高との関係は24、26、28、30、 32、34、36図に樹和別に示してある。

これらのグラフからaの変化を推定するには8z' と』a との関係を思い出さねばならな
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V。 と' が:正であれば、

< r31) :

z'が:交に較べて小であれば

叩ち

2af b8z' (31a)

でるること が版に 証明してる る。

7 樹研の グッ フ を8べた、z ' の平均パは全et高を通 て一定で、約30. U 3 平方択 

であるととが示され、個のz 'のイは、一つの加"地における、z '対曲高;のつ回帰標・ 

ら 0.2 平方呎位. ﾡれているとともあるととか示された。 ガz'の感大価は恐らく( つと 

小さ <、0.1と0.15 平方のI位にゐる。

z 'の位の散りはお高範研の上近くで最も大さく、bのﾡは平方吹当り約40 
hoppus feet であり、 又高V木は大さな折商ﾡを持つているから、天はz 'に べ 

て大さいへととが知られている。したがつて、absz'はるaの規分ﾡ大な推定ﾡとなると 

とが期科され(方部式31a)ふaの最大仰は裂らく4〜Bhoppus feet の間にあ 

るだろう。8a を直採計究して来めた標ﾡ地では、これは前述のﾡ巣と一量 ナる。

顧杓すれば国播常改 a、回帰係数bはﾡ遂の2つの主因のル密を受ける。*1は目神で 

回帰課を描 くとと、 オ2はサンブリングによる であ る。と の請、b の 消 M強は 通 

例平方駅当り2hoppus feetより小さいが、平方当り5hoppus feet位のと 

ともあり得る。 ふbの比教的に大合なﾡは、bそのものが:大さい処に生るﾡ向があり・ 

百分平で表わせ、8bは、大体bの1 0%以下である。

8aは通例0.5hoppus feet上り小さvが8hoppus feet他のこともあり、 

&z ' は通例 0.03 平方ﾡよ り小さ いが 0.2 平方吹位の ことわあり得る。こ のﾡ度の成大 

誤塞は、用囲の小さな林木か、らなる標ﾡ地では、材ﾡ推定の際杉めて大なとととなるが、 

この様に大さ な誤整は、小周囲の林木の な い老令標地でみ られるのが普通でゐ る。

これらの般整が材簡推定に およほす影、

しかし、a、bの担合さつた船きが標4地の材積ﾡ定におよナ地Bをるつとくわしく 

ﾡべてみたV。17表には、4伐採標地のb、るゝ、a、2aのiが示してあり、18 
には、これに対応する材ﾡ推定何の調設差が聞定材ﾡの6.293%と1.4 9%の間にある 

C と を示している。

一

樹 ﾡ «)

2うジて サ I アカ マ 哲ッﾡ※b とお高との 師粽

、デJマッ
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恐らくとのF ぼは大低のィ Tu地では 典形的なェ ものでわるかふ、現行のも地調法に よ る

領権定の防起ると場われるﾡ大設差について何へ も求めたい。a、bの飛常

☆を求めるために、23B一 36図を8べてみ。

これらのBでは、目痛に対して、aではだんZ'がブロットされているけれども、この 

製察はﾡしくはなかつた。それは、こ。 < ﾡ政I川Cは流』な開係のあることが示され 

ているか,らである。 ,

即ち z ' = -コポー (23b)

さらにしく 7、28図に示してあるは州卜"ヒの二ﾡ地S5、S 6
を通び出して。 二標m地' 内におり、 ほどこされているにも

かわらす、ﾡく最近の1定の場合を除いて、2部武地のa、bのfは幾時でも問にでo

門 歯のﾡﾡが表。われたのは、設差のためで8 る と考え られる～

20狭は、21承地の々について、b、nおよびz'の出から得られた領と計算位と

を示している。この表は又、とれらのti地を一にした時、 卜られたこれらの係 

数の平均価も示している。n、bネよびz'の図から仲られたパと計算値との連は、この

.2—の由に妓べて、格めて小さなものであるととがみられるであろう。このことは、

n地川の処掛けの迷は、 際に挙があるのか、 ンブリングのために生にたものに相違

いととを恋味しており、目掘で回回帰線を引へなたととに、 その資をおわすことは出来ない。 

ﾡﾡ設ﾡdb、3aの価一とれも2 0表に示してある一は、2標地の回州線川の挙は5
"%確求水 g で有意では な く、それは ンブリン/ェ 無州す る ゃ ので。 ること を旅証して い

る。20欲の 4 らんた示してある a、bの平均価は、各様地の計算係の 5 名信頼限界内 

に含まれている。

20表 1943 年調の欧州 ト ウ ヒ標(地 S5、S6
b、aおよびZ' の図から得られた他 と計算例

す 高 (ex)

26町 吹ッ州カラマソ乙とﾡ言との株

標ポ地号と fill 伐 加
平 均S.5 (DHD S.6 CP9P

b 3 4.9 26.2 30.55
計 算 f 333士1.158 26.8士2.048

a 図 --27 7 4-1.0 5 -0.8 6
計 算r 価 -29士3.17 4-0.7 6± 1.3 4

Z ' 図 4-0.0 80 -0040 4-0.028*
__ 算 値 4-0.087 -0028



* この女"は上記のa、bの平均から計算したので、2つのZ'の(4の算術平均で

はいo
21丞は面〔イ さ順にﾡべた堀毎に、 Iで引iたM4か. -材価と、20 

安4 らんに示して めるb、a の平均(をぴつて、2 つの部"地の 断面価に対する共通回ﾡ 

のfを仮定するととに上 り求めた材価と を比欲したものである。4品地S5 では、平均画崎 

ﾡは1 19.3hopptis feet即ち、明回術・ら求めたﾡ定fの6.3 0%に当る選大推定 

: " を与え、初地S 6 では 163.7 h。 ppu s feet 町ち6.4 5 %の選小推定価を4父た。 

しかし個々のル囲級ﾡの材依定口のﾡは、西地S5では+ 1 4 e、柄n地S 6では、 

-20%に途する ものが:るる。この改*は型行どでらる材ﾡ推定仰のは大岬迷について、 

何等かのつ指係となる %のである。半 均 回 傷: 和 工 2「7a地の共々について別々に描いた材 

解より貸い ﾡはﾡいへとへっととをﾡをもつて伏めるととは不町能でゐる。とにかく、 

探ﾡ地S6では、平均燃切によるだ(が:よいといつ証炎がある。そnれは21銀に示L 
てゐる機に、別々の岬8・ら飛められた形数は感初のつル開Uでは/ﾡに高いからである。

1938年に再稿し、22ずに示してある全川開製に対する形数の様に、比ﾡ的に大さ 

な直径に対して記載されている形数は会つた く正正ﾡなのであるといらHから、形数は正 

ﾡ府 りのでないと とが示してある。ﾡa地S 5についての証拠は材ぬ的な 6のではなく、 

平均回帰繰がその源ﾡ地のW像より、 物よい とヶないといっ=とE
示す証拠はいのである。

と の前処に ついては才6 確でぬべる ととにする。

負

用X

-

D

ﾡ 商 ぐ)

2 、ポトウヒi回ﾡ係女bと樹済ヒの肉杯
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可

帰

居

数
b

rトウヒI\地S5、S6、 1942年に推定した

D回幌と 平均回帰標の/卵誠別比較

才す 高 «吸)
33函 ベイマツ回ﾡ係故とおﾡとのﾡ保

34 ペイマツ 乙と樹高との 房保

役当り反内材6
* - * ・マャ。*

改

* 数
平 均 

断面第

Yドllm
y推定値限尔らの 

1
hoppus 

feet % 原推定位
平均回回帰 
ミからの

20 0.80 9 490.1 477.1 -13.0 2.65 424 418

20 0.633 3534 3695 +161 156 4 15 426

20 0559 3010 323.5 +225 7.4 8 411 430

地 20 0.4 8 9 256.0 281.8 +258 10.08 406 437

S.5 56 0356 4 92.6 5605 4-6 7.9 13.78 397 454

136 18 93.1 2012.4 +1193 6.30 408 434

0.694 : 4 07.0 + 16.7 4.2 8 420 438

20 0.5 25 30.3 2 303.8, +0.6 020 137 445

練 20、 0.4 7 8 2783 274.6 -3.7 133 449 44 6

的 20 0426 251.6 242.8 -88 350 458 44 9

地 40 0371 445.8 418.5 -27.3 6.12 479 452

s.6 40 0297 368.5 328.3 -4 02 10.91 508 455

73 0.20 7 5005 3995 -101.0 20ユ1e 552 455

233 — 25382 2374.5 -163.7 6.45
1_______*

479 448
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1段wとして、試令、I代印に 計算(の変化を間ペプニ。この簡は23投 

示してある。 

23 
BowmontWx州 ト ウ ヒ福地における回帰係ﾡb

Eaaws| 印 金____ C)
2 0 25」 3 0 3 5 4 0

1 2.4 1 8.5 2 0.9 2 1.6
C s96 14.4 15.8 1 3.7 19.9 21.8
D S 8 7 1 3.5 1 5.8 1 8.2 1 8.4 20.7
LC S89 14.1 16.8

土0.65
1 8.5 2 0.8 2 2.2

金 火

. ----

13.6 1 6.1 1 8.4
主0.32

! 2 0.0 2

ア、継』成のつデヂーターを別々に分析した。各調定時におけるぷ在分)散のIに利意な 

さが:あるか、どうか、を校定するため、 Bartlett の分散の一様性の検定が伸われた 

(Snedecor 1946)
このﾡ県行孫整は gめeれ卜、とみにしたが発分改か、ら計Wした間々のつ課常地に対する

bの緑m部迷は、平方映当り1,30hoppus feetであることがわかつた。したがつ

c、このin問産の推定係-3Pで表わしてある一は、全ての再預仰に演用する。23表 

の数は問 抑の開伐の行なわれた 4 ﾡ地の平均であ り、したかつて、ﾡ地撃強は六社一 

=0.65でのる。課地のﾡ1n基の定値は二つのﾡ糸から成つている。そのオ1のも 

の / b は 谷欄 r地の b が全林 木か・ ら では な く 標本か、ら 決め ら れて るということから生に

たれのである。この抽出ﾡ差はォ4で鎖べた*のつであり、0.77～2.50 で確化して 

のり 4平均は 1. 26であると とが、1 9表に示してある。Ap のオ2の概※-d で表わ 

しcある- 標準地川I の b の 実際の差違に よ るもの である。この2 つの頃業が互に 独立であ 

り、独立でないととを示すものがなければ、次の関係が成立する。

8p=8b2 -3dd (33)

この方ﾡ式および上紀の3p、ろbの推定価か らろb は核 く小さな ものでければな らす、 

:期された様に、bのy省tはI-間伐法を受けた標地には行意ﾡのないと とが分つた。
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なつたげ伐法 を う けた 勺刑” おいへて hは本らrいことを2 3 示し「いるe し 

かし年令によるbの増は峰めて行合な ' のでァつ一。

ﾡi地が204生で、上M6が約25災であつた、1 930 門にはt、bのはBﾡﾡハ 

地の 平均 12.4と L..C 印w 地の平均 14.1 の間iに み る。

上刷高が:4 6～4 8咲にまで仲長した4 0年生でbはDiの2 0.7と LCmの222 

の間icあつc。

4令によつてbが0加するﾡ向は、2 2uiにグッフで示して必る。 どのtx法おいへて 

も、 令に対すナる bの回ﾡは共分曲4件を示していニけナれども、i/［岬・ら何Aにたつてい 

る様なものはなかつた。し.し、余ての方決七一出に 「る と、ス線からの漏り はイプieな 

つた。点みはとのとみにした曲期1を示している。卜令の代り 上版イに対して bをブu ッ ト 

すnれ、同じ標な格果と r場合でも、材 と樹高には師振な相関がある。)

しかし樹高成長は拠ﾡの行なわれ 2 0 川に丹分供下す るのて. -然毎くな りはしない 

が、出製は少する。硝高成:長が戸 拒忙な る状 源は 2 4に示してある。

24衣

Bowmon t のゆ州 トゥヒ 悦由地 エ おける 1 0 0本の最大の木の平均樹高

令 (4年)
「枚方法法 処理番サ 20 25 30 35 40

B S 8 5 2 5 3 1 36y 4 2 4
C S86 2 4 3 0 3 6 4 1 M 4
D S87 24y 304 3 7 42ソ •

L/C S89 2 5 30 3 6 4 2 4

次の段防として、aが年か、間枚父方法によつて変化するか.どうかを調べニ。25炎は各 

調定時に おけ る川役方法ﾡの平均を示している。a の 岬地のﾡ的ぷ準の iﾡ定/(8pa 

- 2 5数の最下行に示してある。一はﾡ定時によつてか六 り変化しているととか分つた。 

即そのﾡ際の数体は0074、0.066、0085 0.645、0.304 である。この標準/空間の 

準は有意であるととが分り、したがつて、 bの時に行つたようにブールナるととは出来な 

か、つた。そ と で枚方法に よ る標融略は測定時毎に示してある。各伐方法には博地 

が4つあるので、「伐方法に対する相4融差は標地に対するﾡ"誤の4に等しい。ﾡ 

準地た対する.標 単 誤差«オp) は二つのつ※業から成つている。そのっ、8aは標数
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毎のaが令 、ではな くて本木から決め られているという ことから生たものである。 

この概新については *4 ﾡに(e開がしてかり、5つの定時において夫々平均して0078 

0.139 0238、0328. 0.675 であることが1 9契に示してある。3pa の*2の製奈

-8ia で張わして ある一同に間也のほどこ され•た標津地問の a の 奥l事の/忙 帰因する

t のであ る。こ の 2つのつ退業がHに独立であnれば一 そうなること が多いか一次 の 関係が 成 

ユする。

ぷpn= = 8a= + ふda 「 c34)

8da * さけ、ふpa とぶaは同 iならな 、異

には同! :く、どの調 い、・ : .; ,"

卜いへて同一方向に生ナるため、8』は8paを越えることさえある。このw

なrととが起れqa の推定値の平均よ り小さいケpa の推定ﾡがﾡﾡ地間の遊の分析の

綃M评ら 1 しるであろう。この様なととが2.35回目の請定時に思つている。この場合には

8n の*均はふpn 上 り大さい。

25表

Bowmon t 欧州 ト ウとi地における回帰保数n
年 本 C4) -

20 25 30 35 40
B S85 -a26 -038 -046 -045 -0:9

C S86 -Q41 -Q39 Q43 -037 -3o
a

D S87 -Q37
-0037

-Q36
土aCJ3

Q22
-士Q042

+Q1
-+Q323

+020
土0152

L.C S98 -039 -Q4"7 -Q45
一

-0.55 • -Q4

平 均 -Q36+018 -040t0016 -04Qt2021 -Q3QLQ1e4 -Q24-Q07e
標地の

-土Q074 土Q066 土Q085 士 Q645 土0304

方和式(34) と上に示した&paとふa の数価からSda は井常に小さなものでなけれ

らV。叫ち、どの渊定特において も、同一間役ァ法法の行なわれた標地では、ao 

真領はﾡめて似ている。間伐方法、測定時の曲の a に も狗;弑な差はなかつ九。その総平均 

は-0.34hoppus feet であつた。しかし、Di間伐では、aのfは20年の 

-0.37から4 0年の+0.2 0に上n、一方他の間伐法ではいづれも-0.2 6～0.5 5で

つたこ とに目の価価が、おる。
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他の欧州 ト ウヒ標型地につての研究

Studies on other Norway Spruce Plots

Bowmon t の州 トウヒ ﾡm地に つて調べた後、 とのi 7勝稲の幅n 

全てについて斜べてみたが、林令に対するb、aの回帰を考究する代りにbと、 ぱ(ゐ) 

に等しととが:示さいたz 'の回帰を考究ナる方が上いととかのつ。a上りz 'を使っ 

方がを生しい、と云らのは、 Bowmont ではaの大きさは林令(樹高)C対して的一定 

であつたが、他の場所では林令と共に増加しており、 とtれc対して、z 'は一定であるﾡ 

c 思われた。

内の2つの理由か.ら、営を林令の代りに独立安量として通んだ。才1に上M高に対ナ 

る b の回帰氏 林令に対するbの回帰より面［報に近いとと力:Bowmont の際単地で分り.

2に地位の迎つた、町ち生長判の非常に違う場所の林木を比絞した時、殆んどの林木の 

神性は、林令よりﾡ高と密採な関係が:あるととが分り、このことをbに流用する方がょい 

と考父たからである。例え上層の90ﾡの依州トウヒ林分の桜材際は、この松あに淬 

するのに50年かかろっと、80年かかろっと係なく、 ーカー当り請々皮付10,000 

hoppus feet でoる。とこの結、bは林令よりおとよりﾡ校な関係にあると云っ 

仮定か確認された一。Bowmont では、4令を他つてもとの様な不合ﾡは起らか、つた。 

それは、林令と 樹不が極めて老接な関係にある他に、一様な立地で金ての松返し調定が行 

なわれたからでゐる。吹の帝定が行なわれるまでの期間:等しいが、一方樹高のつ間Wはﾡ 

高生長が除々に編漫 とな るため物分史化しているので、解析するのに側利な様にﾡ令を選 

んだ。

他の依州 ト ウ ヒのデー ク を取扱ら場合、そのの合を地位のなう杯猟地のゆと 比秘す るた 

め、Bowmont の二型地をもう--涉 = •タに含ませた。しかしBowmnontのークと他 

デークと掃えるなく、h、z"のっ計折値の代りに、グラフか・ら求めた位が使われた。16ヶ所の 

Bowmon t 標幣地 に 加えて、1 3ヶ所の』地か、ら成る 6つのn伐ン リ ーズをとの研究 

に使つた。との標ﾡ地は附ﾡVに示してるる。

27図には、 上版に対する、調定時毎の各係神ﾡのbの仙がブロットしてある。各 

ﾡ地のbの催と順びI線で特んだ。間伐方法は線の型および記で区別してある。との図 

ら次の様なととか分つた。

I) bは門枚方法によつて影ぜされない。

i) ﾡ高3 0吹では bはア均して約1 5で、上版が:1 0吹毎に約4 n位のwで 

樹布と共に増して行く。この回帰は明らかiににである。これば Bowmont でみ 

られた幡 く叫、でありしかも 有意でな ? ・つた 曲訳性 と 子層 す る も のでは ない。これ 

は余り小さいため、2 7因ではみ、つけるととは出来なか、つた。

・ 'りは と刷と共に増している。岬m地S.4 8を除けば、3 0ﾡの上周流 

ではbは1i〜1 7で8 り、70 ﾡでは2 6～3 6で8る。t地S.4 8の調証ﾡ 

をしらべてみる と、厳後の2つの1定時に支いて断面ﾡ一材積証緑は、その蒸となつ 

つている点と明らかに無関係に描れていると とが示さ"tているから、この除外は当 

を得た ものであ る。

点の散りは主に、前述のe々な原因の試強のために生にた、 定時の問のbの不規則 

変化のためであるよっに選われる。それにもかかわらナ、 サえられた樹高に対して、b 
は地域によつて共分変化するでゐろっといっことなグッフは示している。例えば、上刷高 

40〜50共で、課wE 61、62、99、100、101、では同に尉高の他の岬ﾡ地よ り高 

bの御を持つている。この違が正しいものであれば、このことは生長求と商接な関係 

ptあるとは祈えられない。これら5標ﾡ地は全て1縦地および2彼地に因しているが、b 
の低ととの分つCいるﾡ地グループに属しているS5 0、S51 も又 1 級地 に犍して 

いる。(附録V参照) bな2 7図iにブ・ッ トしたのと同に方法で上脳高に対してz ' なブ 

・ットした28 図では次の様な と とが製察された。

cの 一に れている、約25頃～75ﾡに至る上層高の範囲を通じて、z 'o 
平均値は一定で、約0.03平方ﾡである。ﾡ1地にょつては漏定時の間のz 'の至動がか 

たり大きい ものもある。この変は樹流と共に上するが、不規叫なものでかり、その原 

因は主としてzの定に不可分な抽出誤密によるものである。(しかし、採地S418の 

2つの呉常な2 ' のfは、主として断面ﾡ一林ﾡ直線を描くのに誤りがあつたからである。 

Bowmont のDaii地S.87を除いてz 'が螃時でも高い、戦は低Vへ様な標ﾡ地は

・つた。S.87で、z ・が3つ連税して低いへ価となつたととについて、充分脱明をする世 

拠は見付からなか、つた。Bowmont の他のtm地はﾡ同に場地所にあるか、ら、とれを立地 

C帰因させるととも出来ないし、 ヌ他のD和I伐標地では、z 'は別の曲伐方法の梶準

と同に大ささであるから、とれを間供方法に帰因させることも出来ない。2 'が上層商、 

土地、間位方法法により城ぜされないことを28図で示してVる一般的な論拠と、その原因 

が何であつても、標1地S 8 7の z'の位が:低い原因とは矛ﾡしていなV。z ' がむFの 

如何にかやら→一定であるという見方は、aが樹高の如何に、かもらナー定であるとい
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っBowmont での見方に明らかに反するんのである。その到由はZ 一げ一でありbは 

ﾡ高と共に増大するととが示されているらでゐる。したが:つてaが樹高の如何にかわ 

らナ、一定であれz 'は少しなければならtい。し・し、28回をぴべてみると、z, 
を一定の位、 2=0.03と仮定してん、との4間地のお「推定仰に大した岬が生ウ 

い位 この小は小さな ものであるととが分つてた。

ﾡ高ふ、間伐 法法、 zが殆んど一定でゐるととがﾡ央になn、

一定の価が:何故、近似的に 0.03 平ァでな: けィ •• な いのかといっとと を考し 

する必交が あろう。0.03 平方呎の方面険 a 2 %2ナのつ肉バ改4四に該当し、さらに約3 付 
Q 松株直径に 相当 する。初茶川定は 兔て、3 吋の 。京”界なで •加、このH外以下の村係 

は全て無拠されている。したがつてぽ/&イ西が:2%けナ以下の木は、定ﾡにより 村fが 

ない ものとして示され、摘必/周用か 2 ソナ 以上の木は PMを持 つて いなければな ら ない。 

とのため、2少%すに途しない商高/開の木が存子在する若いﾡ地では、 zは埼0.03平 

方呎でなければたらない。しかし、ﾡﾡﾡの最小 : 國両U!2!

0.。 3平方吹でなェければな らないとは必らすしも多 え られない。そして zが何は一定でな 

ければならないかという理由は、はつき りとは到解出来ない。

他の樹tにつての研究 •

欧州 トウヒ以外の勝印の上燃高5と b との交化を内に示す。

23函: 欧州カッ

25図: ゆ州ッラーッ

2 9図 : コルンカーマ"

31図: ントカトウヒ

33図: ベイーッ

35図: カフーツ

とのグラフをﾡべて みると、2.3 の修 正さ れた 処は あ るが、欧州 トウヒに ついて 行なわ 

れた製ﾡか、とれらのﾡtiにも適用出来ることが示されている。

i bは間役方法の影ﾡを受けない。

ある 期明中 に、強度の間伐力“まどこ された標準地の方か:、弱度の 即 伐のほ どこされたﾡ 

準地より、ﾡ囲のつ大さいととが知られているか、らbは周四とはそっﾡ依な関係はないでぁ 

ろうというと となとれは示している。

i〕 ﾡ高C対するbの回帰は上届高580吹ﾡでは殆んど面線をなしているが、それ以上

になるさのばり大さいため、は りした細向は分らていo

I) →ゝだのF
る 真のつi 43保改 3 の 動のため と いう よ り 主 と しc b を決める時の誤双 のため生 こ

たものある。そu 1a定引に にもbのftがi-様にがふいへ、べ

t低いﾡ地が2.3のつ二。このことは、これらのt地では他の採地と6が本ﾡ 

つていることと示している。グッブの情"地の内で最も神しいのは、欧州プ 力 

のiam地S.3 O、ベイ ッの円ﾡ地じ 1 9 であるが、円axこれ らかuのt地と 

違わ : けナ u ならなtいon ・ と へ っ単由のま述 のゆく 掲は 分らな つた。

, についてもbの平均は間であり、 ゲマフでは、

、 であるかど" 定出来ないし、 xそれか川

のために生「たものでかるとも 

云えない。 . ;

C大心な曲団もある。ントカトウ、コルンカ さく、 

イ～"では大さ・つた。

Z ' と 上A高6との関保一州 ト ウ とについCは 2 8 図に示してる。一は仙の樹和につ 

いては、内のケラプに示してある。

24M: ゆ州アカ〜ッ

26収ス: 欧州カツ ヤッ

30関: コルンカー

32図: ントカトウヒ

34図: ベイ マ ッ

36図: 力 っ マッ

これらのグッフを調べ、前述の欧州トウヒのグラフと比赦してみると、上ル高5約70吹 

までは、資料に含まれている樹師、立地、間伐方法のいづれにおいても、Z'のfは一定 

で約0.。 3 平方呎であ り、この平均価 0.0 3 平ﾡから離れて いる林分は極 く ﾡであると 

とが分つた。 上船i商s70ﾡ以上では z'は変化が激しくなり、殆んどの課地では多小一 

定ではあるが、 主としてベイツ、シトカトウヒの標地地では、 z'は誤に帰因するも 

。 よ り 通かに 0.0 3 平方吹 よ り Rれて いた。

この発見の使い方に ついては 次章で説明す ることにする。
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才 6 TC

実際の応用 Application t。 Forestry Prnctice

I ) 断面Cて対する村私「Yの回帰線は許通、 ［祝とみなすととが:出来る。

Y=a+bX

II 上MC対 す る bの回帰夕 も殆ん ど i［線であ る。と の同:/品は Ml乂方法に よ る影ピ 

は受け夕 C 与父 らた樹高ふにおける ) e和間、 地hnに ょ る bのw・な 問迎は、大部 

分設絶の限界内に ある。

間 約70吹の上W高6生では、Z 'の平均(はこのデーターに合れている曲和、立地、 

『伐方法のいづれについて も 的 0.03 平方央であ り、co平均m 0.03 平方吹か ら、 

明 らか.に難れている林分はﾡくﾡかであるととがめらnれた。 上刷高7 0ﾡ以上では 

Z ' の変化は大さくな り大高分のつ1ヌﾡ地では多少一定であるけれども主としてベイー 

ッ、 ントカトウとのﾡ地ではz 'は0.03平方吹から離れて*り、そのﾡ違は当差 

忆孫为する ものよ り ﾡかC大である。

IV ) 約98本の標本木につへては、b、 z'を決める時のﾡ整は柄の地当りのﾡ定総材積 

の5～1 0%た迷する頭蒙を生じ、ﾡ端な周別袋では材依推定の2倍になると ともかつ 

つ。

とれらの発兄からﾡの実際面においへて二つの主ﾡな応用例ががえられる。

オ1は断証依一材ﾡ直柳が:ﾡ定時征に決め られている同定標的地に限定する と とでめる。 

このょな 愀举地でけ次 の方法 を 使つて 前の詡定時 になさ れた 材"推定値 の 精魅 を増す と 

とが出来る。

・ ) 上間高た対するa、bの回帰を計算するか、グフフで決定する。

ii ) 回帰式Y= a+bXにa、b の修正値 を使つて各制定時に おける標ﾡ地材ﾡ を再 

第する。

材積一 断而格直線を決め るには、ﾡみと 平均点即ちその座ﾡが標士木の平均所7ﾡ債と平 

均材積に相当する点をサンプリングで決める必要かあった。

しかしこの様な限が全て、z =0.。 3平方吹を通るとみなされれ、特定の林分の:,'は 

平均点だけで求められる。とっすれば自然、相当の仕が簡約りされる。しかし関に大切 

なととは、附母Iに示してあるいへわゆ る一般的一変数材ﾡ表の訓整を可能に するiが開 , 

れ、さら忙労力が節約され、これを使えぱ材依一断面積員 祝を描く必要がないとい うこと
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である。

tariff成はtarifとク云契はスイス、フっ ンス、又健 く最近 ド ィwで使われて 

おりﾡ高破で分トトに、 3高/ﾡだけに坂すいへている材ﾡ表にwわれている。これに相 

当ナる史いへ英融がないへためと こでは この云葉をそのま会催つた。

なものも一般的なものつもある:とのぷ交のタリフは、林分の上ル 

Uが 8 0 呎以下の 英国 の全 て の地位、金ての葉曲に流用される一般的 り フ表ない う も 

のである。

乂 ( ・町iu 試 t繰からとれを ・戦ナ る方法はﾡ近ロー・ッベ で使やれて wるLoetsch 

の云つている一般的4 リプ ヨとは煙分連つている。(1952
附録Iの -般的クリフ表は一組の回帰直(線の衣にされた値を示している。この無はいづ 

n 6z=0.。 3でbの(は次のとの材領Wが1平方究の断面債即ち胸高※ﾡ田1 2m 
cおいて1hoppus feet であ る樣に 選ばれている。したかつてtariff.l8 は 

1 2 けの胸 り/押において 18hoppus feet の材積、tariff.l9はl9 hcppus 
feet の材Mを示している e

ある時削にある林分に適用する tnri f f は次の様にしてﾡ本木の材ﾡから決定される。 

L. 客拠的な抽出方決即ちn番目毎の木をとるとか、n列目ﾡの全ての木をとる様な方法 

で当政の情本木を通ぶ、少くとも2 0本の標本木は必である。

2 .これらの鼻林の夫々について胸高“周囲C B . H • Q • G )と材移とを決定する。

3 .一本木跖 そQB . H . Q . Gに相当する tariff 表をでべる : その胸を 必屈囲で、 

岬 卜の材領に厳も近材領をみつける。例えﾡ高ル闘5け、材依4.7 7hoppus 

feet の木ではtarif number は32であり、 そのtarifの4.75とい5材 

田は4.7 7に品も近い。

4 . ③で求めたtarif table numberを加え、平均tariff numberな求め 

るため、標本木の数で向る。得られた結巣を四ﾡ五入して整政にする。

cの番号のtariff が:契際に使われるべさ tariff である。

番領計算に使ら タ リ フ表が決定されると、該当するタ り フ表に示してある、その届囲に 

問当ナる材領に、クラスの本数を掛けることにより、林分内の胸 B%周囲級毎の総材構が 

求められる。

大画積間では、通常征木調元をする代りに客観的な標本、例えばn目ﾡの木とか、 

n列目ﾡの木を調つて、各周団殺の本政を推定するだけで充分である。しかし普通は、少



くとる2 0り本位のつ/開なﾡるととが※中しい。

9Eには、一般的tariff table のに、wのルa,己入してめ:。

i ) 間伐する日は付けてあるが、 全役例してない才の材成を調るのに、この表をっ 

と とについてのる員会の業のし。

ii ) 必桜と される測定仰の記別力よびク ・ ブ 渋に よ る材報卜死はを計西した山会員 

会○お式

iii ) 方法 lびに 様式の仙い力 〜示し た央例

附夕IV には" リフ安法による材使定(のihHrOMLな定方法が示してある。 

\件によつて、何価所か・は上述のァ状化笠正することか:名しい。例えは 

よる抽出の方が及いととが分つ二。スむ本木のル団定や役倒についての抽出街 の。 

の必要性は抽出出路を0べてみれ分る。正当なグ リ フをみつける方法はいろいろとお 

るが:、守に次の二つの方法なおすすめする。

I 研本木が役甲したりつたり出来ないへ時には、 立木のまたの情木の材間は、ﾡ 

イ囲と併高とを源り、適当な一般的材ﾡ表を使え、推定されるだろう。この方法 

は一般的材ﾡ表の製用に *つけ、そのﾡ用は、 材所が払 

されている掛郡にﾡ定されている。との力法は全田率F1nationnal forest 
Surveyの様目的にﾡも役に立つﾡは思はれ、 ヌ製にBritain の森林セン 

サスで催われた。

I 伐倒 された ものであれ、 立木であれ、ﾡ本木を全然似わない時には、血【接林分の上 

ﾡ高から、 その林分に相当するtariff numberを推定できるだろう。との様な 

一般的材依表の使用方法はまだくわしく研究されておらナヌ災深にケス トされていな 

いへが、 % ちろん同令 ﾡで照査法を効的に行 o ための銃 となるで ろっ。呉令 価に 

照ﾡ法を適用す る場合にはオ1 回 目 の洞死の 時に地方的 タリ ブ 表を作ﾡするのが部情 

である。異令曲林では、与えられた協期に対する平均的高、平均材積は殆んど同ド工ー 

あるから、次からの在には同に地方的グリ フ表を使えることが分つた。

一方、同令命林ではとの論文に示してある様に樹高が成長するか,ら、 ケえられた周 

囲に対す る平均材ﾡは前令と共に増してゆ く。したがつて、同 にタ ッ フ表を次からの 

棚附: 浦用すれば、成長量は系統的にﾡ小推定され、成長のい幼令林ではとの退小 

推定はﾡ大となるであろ う。

調査のたびに新しへ地方的グり フ表を作製するか、ﾡ本木を側つて一般的tariff
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ノ

tableからtariff ぞ深らぶととは、 Cの(りゲく一つの方法であるが、各調 

系の材ﾡ推定の四きは相関のないものとなゝ、試長ﾡの推定の精ﾡはﾡりはない 

けど、それに応にて低ものとなる。CKnuche 1 1951
しか.し叫りがな く、同好に 合理的な情度 を もつ成長量の推定は一般的材積表を使つ

-ﾡめることが出来そっであるが、 tariff の変化は、樹高成拠によるものであ 

る。こrがさらに研F兄に位ナる点でめる。

立立木材催推兄方法としての一般的" リ フ の主な共所と その改界について述べて こ 

のnzの結aとする。

所

ﾡ材領だけでなく、脚ﾡm! sれる。

客拠的な抽出方法-例えn 列目ﾡの木な従っ のが「会 しい、守定のﾡ囲る、ら 

ﾡ本不どﾡび出す要は ないへe この抽出法に よれば間違な く な本木は 林介 戒は理期地の

4 にわたつて分布しているととがﾡかめられるだろう。この方決をえ、 z 
が:0.03平ケか、ら価かに築れていてもﾡ材積推定儀において大さな脳整は生にない 

でみろう。Cれは一方の端の川ﾡでの材ﾡの小推定は-正『には$合一つていないが:一 

段対での選大定で相殺されるだろう。

材分又はち木の平均断面触を計算する必班がなし。

ソ 清切な抽出法が使われたならば、材依推定ﾡ度の近似的な指定価が容場に求められ 

2。 ・

, ノ 同令ﾡ林に照ﾡを清用する時に起るいへくつかの田難性を除くのに一般的夕りフ姿 

t役立つ。

の方法の主な限界

ノ 本法はある種の"平均木法 "程、理解することは場しくはない。このことは環場で 

未熱なﾡ玉Aによつて材ﾡが調 られる 時では 限要な と とである。

ノ ー般的グリプ表が、 このnに合まていへないへ条件のもとで使えるか、といらとと 

cついては未だ分つていない。しかし、林介の上層高5が80ﾡを越えなvGreat 

Britain の全針葉曲に これを流用して %宏全な様にﾡわれる。ヌ平均用囲が約 

6は以上の幼介広飛樹林分にも、この表は流用出来るが、渊底された林行は少いが、 

2 'が:0.。 3平方吹と極端に離れている様な老令広端樹林分には流用出来ないととを、 

子イス トは示している。老令府葉曲についへて別に一般的ダ り フ表を作ることは出来
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録 I
定我お上てx\mTfs数xDefinitions and Conversion Factors
定義De finit ions

令Age : 木の年令は折聞された時か、らではなくﾡ製された年から改える。

断画fBasnl Area : 内高5聞1ち地際か、ら1喫3けの位Pの町面税。BRﾡは全て皮 

付で平方呎 41 过で示して いる。町ち町団6は調定点におけるi位立の周開を平方し平 

方血位になおすため.1 4 4でﾡつてW出する。

Brcast Height: 4930の商さでるる。C地際かe1.3m、H科の上仙c 
aる。

HePPピS 「eSE 樹oネ又は丸太の中点で調つたG』位の婚Uのつ半に駅川位の長 

さを果て 1 4 4 で割つて求めた丸太材積。7 8.5 4 hoppus feet ○丸太の真材 

岡は100 平方ﾡである。

地位報Qu ality Class: 林卜は Great Britain におけ る針葉樹のﾡ正収ﾡ 

愛で地位載に分ﾡしてある。CHunmel and Chistie,1953ゝ

四分用開Qu arter Girth 円の/団 そロ位で り 4 でつた も o。

Tariff tables:tarif戦は tari f f という言葉は、 フランス、 スイス、 ドイ

' は併高5級で分加ナに、ﾡ iC父は商番だけ c使われて

いる。と れに 該当する流 当な英がな wのでこの 百 葉をとと で使 うことにする。他の材 

ﾡ表とにくtariff tabic には、地方的なものと一般的のものとがある。cの 

ぬ文で説明 して あ る材伝表は一般的 タリフ表である。こ れは 5 1 組の 材紙表力、ら成つて 

キり、現災林に適用されるtnri f f は一定政のれ本木から決められる。

上M商Top.Height : ﾡ大周聞100本の木のーカー当りの平均樹れ高6
材領Volume : 材領はいつれも地際か、ら3けの直征限界までの皮付体材位でむる。材 

積は全て hoppus feet で示してある。

オ1 mでは材依は 金て 皮付で。 り、オ2 iaでは 皮付でわ ること を特に ことわ らない限 り 

材ﾡは全て皮内である。

材積一断面f面線Volume-Basal Area Line :この術評は材積と断所領との関 

係を示すために用いられる。

材依表Volume Table : この表は与えられた併和の白"な大ささの木の平均材積を 

示している。オ 1 mで説明 した一般的材積変に示してるる変量はﾡNイ周四 cB.H.Q.
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G)と樹高total heightである。

換算係数 Conversion Factors
次に示してある係数は、 との路文に引してあるは性を、英団のﾡ定川位による周囲 

法か.らメー トル川位の血秘法に換算ナるのに使はれる。ﾡ互の換算係後を夫々の場合にっ 

いて示せ

か・らメーク ー=* 0.3048
メーターから吹=メークー* 3.2808

位の財用か、らセンプ メ ー -位のit径=す単位の※ル翻開 *3.234
セ ンゲメークー単位の西径か・ら叶単位の%/開=センチメータ -A位のi福* 0.3092

ーカー当り本びか・ら〜クタール当り本政=ニーカー当 り本数* 2.4 7 1
ヘクタールり本攻からニーカー当り本数=ヘクタール当り本致* 0.4047
エーカー当り※岡囲の平方ﾡからヘクク ール当 り 平方メ ー -=エ ーカー当り ※M団の 

平方吹*0.2 922
ヘクタール当りの平方メーク ーからーカー当りの巡ﾡ囲の平方吹=ヘク タール当り v 

方メーター* 3.4 2 1
ヘクタール当り の% 周/の立方呎か らヘクグール当り 立方* ーター = エーカー当 り 乂期 

囲の立方突* 0.0891
へ クタ ール当 り の立方 メークーからーカー当り の周囲の立方吹=へ クール当り > 

方メークーxll.22
%用開法のﾡ定か、ら真の調定(えの換算 : いつれも英田式川位

%岡囲法法の立方ﾡか、ら真の立方=メ周囲法の立方吹* 1.273
典の立方呎か eらM開法の立方駅=真の立方吹* 0.7854 ・

附録II 
一般的材債表

節約して一般的材ﾡ表か、らの一部を2 6姿として再録した。完全な表はH. M .
Stationery Office か、ら林業報告Foust Records ・として刊行されてお 

り、 次に示してある価格で裏安紙に示してある宛名の処から許入出来る。

山林委山会報 ・

%8 great Britainの欧州ツー般的材ﾡ表・ 1S 6dc1S 7y4d

K9 Great Britainの州カラー般的材積式

K10Great Britainの欧州トウヒー般的材積衣 

K11 Great Br

414 Great Br

K15 Great Br

ta i nのヨルグカ"一般的材積衣 

tainのカッーッ ー般的材簡衣 

tainのベィ"一般的材積表

IS 6d(1S 74d)

IS odc1s 1yd)
IS 6dflS 7ンd)

9dc10d
IS 6d(lS 7d)

この報自C説しと様にI州 ト ウ ヒの材ﾡ表はかなりの精圧でッ トカト ウヒの植林に

用されるo
2 6

由の州カッーッの一般的材積炎: Forest Record9より引用

ﾡ 30～4 0

BKQ.G. 2 12ye

上部証径3けまでの皮付材預

B.HQ.G』)

p

30 31
樹

32
]
33

* 付

髙

34
1 ツ

35
ア ス と

(
38 39 4036

沢

37

※
35 35 36 36 36 36 37 37 37 37 38

叛 58 58 59 59 59 60 60 61 61 61 62

3 76 78 80 82 84 8. 85 85 86 87 87
92 94 97 1.00 1.02 104 105 1.07 1.0 8 1.10 112

y Ul 1.15 1.18 1.21 124 1.2 6 129 1.31 1.34 136 1.39
% 133 136 1.4 0 1.4 3 1.4 7 1.5 0 1.54 157 1.61 1.64 1.6 7

4 1.54 1.5 8 1.62 1.66 1.70 1.74 1.78 1.82 1.8 6 1.8 9 1.93
% 1.77 1.82 1.8 6 1.91 1.95 200 204 2.08 2.13 2ユ17 2.21
% 2.03 2.08 214 2.19 224 229 234 238 2.4 3 248 2.52

2.29 2.35 2.4 1 2.47 2.52 258 2.63 2.69 2.74 2.80 284
2.

5 2.5 7 2.64 2.7 0 2.7 6 2.83 2.89 2.95 3.01 3.07 3.13 318
% 2.85 2.92 2.9 9 3.0 6 3.13 320 326 3.33 340 3.4 6 352
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円.H1Q.→・(" 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40
y 3.16 324 332 339 3.4 7 354 3.62 3.69 3.7 6 383 3.90
4 3.4 9 358 3.6 6 374 383 3.91 3.99 4.07 11 5 423 430
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Tariff による立木材依推定法と一般的ダリブ衣The Tariff Table 
Mfethod of Estimating Standing Volumes and General 
Table s .

Q

 

ク

.3 

3
 
3
 
4
 

1
1
1

7.9
8.7
95
一

6.0
6.7

75

O
l
i

6£

129

9.7

4
 
9
 
6
 

O.
O.L
 

1
1
1

2
 
9

4
 
%

1
1

361

Z

7.7

9

83
95
10

W

の附パは 1953 み日会ﾡいのために 出 されたぶ天 (State Forest
Memorandom 10) の 1阳である。この方法は間伐木に指定されているが未だ伐倒さ 

ていない木の材ﾡを推定するのに1問する。しかし立木材試を決めるためにも同に様に 

笑える -

tariff といっす更はスイスでは、G商高びによる分ﾡを行なわナ、ﾡ高/四だけの材 

「数に1 !わしている。これに該当する流当なす諾がいのでこ、ではとの言繋をその会ま 

使っととにする。 クリフ表には地方的なものと一般的なものとがあるが、この附録では- 

般的タリブ表を扱うととにする。その神! 中は、この炎はあら 、•令のヒ腐R(エ

ーカー当 りの代大の木1 o o 本の平均at 高)が8 0ﾡ以下の英田の全針ﾡ曲に流用出来る 

らである。

33

仆
1

951

7.4
2

9.
1

7

55
 

1

93

」Q

o
 
1

一

般的" " 炎が広 く われている用由は、それが一の衣ではな くて、数多 く の別個 

の友から構成されており、ある林令に済用する表は、一定数の本木を調るととによら 

められるからである。

幼令林、同令人エャ トのつ材ﾡをそのつ断面銀に対してブロットすれば、点はか、な, 

つきりと、ﾡ［線のつ用りに正規分布しているといっととが一般的タリフ表の原理で込る u 

は書種、林イ、 立地で変るが、断面ﾡ=0.03平ブ,(hoppus measureゝ材は=o 
なる点いづれも通る( 3 7図参照)

一般的ダリブ表は夫、とのﾡな頼一本一本を込したものでゐる。これらの線は1立 

町 や12 け胸は/団! cBHQ.G) で、次の換 と のm陽が:納に /hoppus feet -、 

る様に摘いへてある。

各tariff は表の1 らんを占め、B.HQ.G 1 2mに対して示してある材依にしたか 

て番号がつけてゐる。との号は各らんの上部に示されている。例だtariff 18は 

BH.Q.G.1 2けで、1 8 hoppus feet の材積を示す表である。1 0～6 0 まで。 

51のり フ表が示して ある。これを越える様な tariff が災る様な林分は殆んどな W 
そ う であ る。

材依推定価は 次の様c して 求め る。



外 業 Field Work

1 門伐指定の源定しなければな らない本C混交では掛研別にう を Wえ、聞後木 ビ级ル式 

Bo"gate "法で記タナる。本政のﾡ定は叩役木を定すると 合に行うのが基も良い。 

C高定可能の大ささ以下用ち2討以下の折指定さた木は必製あnばはえるが、 にL 
てキく

2 調定しなけれ比ならない間伐指定木の10本目毎のぬ高にキけるM闘を調定し、z 

抽出が指定とは別に行なわれれば、1 0列目毎政は等高線や地位の変化ナる主ﾡな方向 

に 商角な報町や路 1 0 の代表的録本 とサえる様に記列されている岬上の提定しなけれ 

ばならない間伐指定木の%周ﾡをﾡる。しかしﾡ定しなけnばならない間役指定木か 

2,00 0本以下であれば、 少くとも20 0本の木がられる様に抽出ギを増ナ必媛かる 

る。

RHQGは間伐太記敷様式T.Y.5 C*2列 Cに屈四の別に記入する。

ﾡ交併ﾡの人工林では、各曲抑を別々た,汜入する以外は, 抽出方法はﾡ体と資く同に 

である。町ち各書和の10番目毎の調定しなければならない木服は、cnと同にﾡ合の 

根抽出法で球席用 の標本木 を とる。普通、ata毎に別のつ様式が必場であろう。

3. ﾡ定し なければな ら ない聞伐拒定木の 1 %を伐町ナ る : 小wfの合に は20本 &下 

らい研木を伐団しなければな らve 伐明する渊本本は捕 定又は 您囲中*、行う 時 

に任意に通ばれ特別の印を付けておく。即ち1 0益目領の木を他ではつゅりと印付ける 

か・は他の方で印をつけておく。※刷開の抽出方法で述べたのと同に原NC従つて列 

又は線で抽出 を行う。澄変林の場合には伐ﾡされる情本木は各ﾡ調紙に約 1%であ ゥ、 

別々に記載する。

伐伺木について次の調定を行い、間役木戦様式Dに記入ナる。

i 伐採前-BHQ.G(オ1列

ii) 伐旅後-3けの皮付上部i区去での高さ(*2列ゝ

i 投採後一中央※ﾡ囲即ち3けの上部識径でのの高さの帰闘(オ3列)

内 薬 OfficeWork

4. 同四の御に周回を漏つた本政を政え記入する。 cPart Cオ3列

5, 原囲級細に総本政を計算し記入する。cPart c 4列)10番目紙の木をﾡって 

おれば総本数はﾡ定本数の1 0倍である : ※周囲の抽出が線で行なわれたとする と、周 

囲を翻った木の本故に対する測定しなければな ら な いW伐指定木の総本数の比が乗数で

-74-

ある。のえば ればらない「f が2,980本で、ﾡ囲をﾡつ

た木の i 厶&バ 3 2 7本であれば県改は3。7 = 91 である。

6. hoppus おで伐ﾡ木の夫々たついて材依を計算し(知や中央QG*3けの 上部面番 

会での共さ )Part D ォ4に記入する。

7. 投団したﾡ木に武もよく流合するtariffをみつけ、拠用ナべさtariffを決 

める。とれは次の様にして行っ。

I) 際本木のBH1.Q.Gに試当する。リプ表の行を8べ、そのBHQ.Gに単当して、瞬 

木のつお積ア材け然4っ品〜み・コける。その材確な示ナtariffの7 をtart Dオbに記入す 

る。C例えD.HQ.G56ナで材債4.77hoppus feet の木ではtariff番号 

は32である。 ち4 7 "iに武も近いのは、cotarif f のおパ4.75である。

i) 平均tari ff 番号を求め るため、 5 列Q tariff 号を加え てﾡ料& (即 ら 

この様式に記載してあるイ した係木な)で制り、45入してﾡ政にする。こo 
号のtari ff 女使っ。このtnriff の各H.HQ.Gに示してある材ﾡを間伐木で 

戯様式Cのォ 5 列の対応する行に記入する。

8. Part Cに へて 4 eんのx価c才 5 eんの数(を掛けれP.HQ.G紙の材ﾡ合 

atが生 り とのm*オ 6 らん忙記入する。

9. 材fは R.H.QG 6 け以下の %の と それ以 止。 のとに 分け ( こtれ以上の分部の必ばな 

とと%る〕ゲルーャの合計をPart Aの最下行に記入する。

この 分一は委員会 の 黙務上必婆 と されたもので、勿論とれ以外の分部も従える )

N.B.. 上記のﾡにして決定されたtari ff は特定つ生長段ﾡにある林分に流用されるに 

曲度ない。数年後に*いて、呼び林内の川伐指定木の甘ﾡを求めたい場合には、この方 

法を縦氷し新しい tari ff を計克しなければな らない。
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の計樹の一般的ダ リ ブ3 7

BHQG
<イン)

+ 品 度付 hoppus feet
B.H.Q.G.
(インゝ10 11 12

ケ

13
リ

14
ブ

15 16
号

19 2017 18
2 2

球 10
% 13 15 16 17 19 20 21 23 24 25 27 '%
4 24 26 28 31 33 36 38 40 43 45 47 %

3 34 37 4 1 44 48 51 54 58 61 65 68 3
% 44 4 9 53 58 62 66 71 75 80 84 89 乂

% 57 62 68 74 79 85 91 96 1.02 1.08 1.13 i y
% 70 77 84 91 98 105 1J2 1.19 1.26 1.33 1.40

4 84 92 1.00 1.09 1.17 1.25 L34 1.4 2 1.5 0 1.5 9 1.67 4
4 98 1.08 1.18 127 137 1.4 7 157 1.6 6 1.76 1.8 6 1.96
% 1.14 1.2 6 137 1.4 9 1.6 0 1.72 1.83 1.95 2.0 6 2.17 229 %
4 1.31 1.4 4 157 1.70 1.83 1.96 2.10 2.23 2.3 6 2.4 9 2.62 ィ

5 148 1.63 1.7 8 193 2.0 8 2.23 2.38 252 2.67 282 2.97 5
1.6 6 1B83 1.99 2.16 232 249 266 2.82 2.99 315 332 弘

y 1.86 204 2.23 2.41 2.6 0 2.78 2.97 3.15 334 3.53 371| y
4 2.06 227 2.4 7 2.68 2.89 309 330 350 3.71 3.92 412 4

・

6 227 2.50 2.72 2.95 3ユ17 340 3.63 3.86 4.08 431 454 6
% 248 2.73 2.98 323 348 3.7 3 3.98 4.22 4.4 7 4.72 4.97 ।1
y 2.71 2.98 3.25 3.52 380 4.07 434 4.61 488 515 542 ; %

2.95 3.24 354 383 413 4.4 2 4.72 501 531 5.60 5.90 4

注) B.H.Q.G=ﾡふ四分屈団 Breast-height quarter girth
(2) 測定価は全て皮付でわるo
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・計業樹ダリブ

n.HQ.G
30 (インチ

材 f (皮付 hop pus fcet
タリフ番号 

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

8
5
7
2

8
1
4

.8

5
2

3
 6

%
%
%
 

Z
 

3

1
-

2

3;}
5
^
 

二 4
7
 
O

.37
 

ユ

1
1
1
2
 

9
9
 
9
9
4
3
 

ニ 3
6
 
9
2
6

後 

8
6
 
5
4
9
6
 

二 3
6
 
9

4
 9
 
5
1
2
5

3
5
 
8
1
4

.7

1
1
1

2
7
 

2
6
6
8

3
5
 
8

1
1
1

1
5
 
8
 2
0
1

3
5
 
7

0

.3
方

1
1
1

9
 2
 
5
.
8
 5
 4

2
5
 
7
 9
2
5

1
1
 

8
0
 
1
3
9
7
 

2
5
 
7
9
J
4

1
1
 

7
 7
 
8
9
3
0
 

2
4
 
6
8
 

丄 4
1
1

X
%
%

芻

3.4
S.9

4
 4
0
7

1.67 1.75 1.84 1.92 2.00 2.09 2.17 225
1.96 2.06 215 2.25 235 2.4 5 2.55 2.64
2.2 9 240 252 2.63 2.75 2.86 2.98 3.09
2.62 2.75 2.88 3.01 3.14 3.27 3.40 354

好 

4
%
W

%
%
%
 

x
%
%

9

〇 
1

43
4.8
5S
5.9

41
4.6
52
5.7

4.0
第

55

6
 2
3
 6
 

8
3
8
3
 

3
 4
 4
 5
 

1
5
4
5
 

3.7
4.1
4.6
51 

6
 8
6
 5
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2
7
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2
7
 

3
3
 4
 4

7
 5
8
 4
 

2
6
0
5
 

3
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 4

31
弘
3.9
4B

7
2
1
2

2
3
3
4

6J
6.7
73
7.9

5
6
9
6

0
6
 5
7
 

5.9
6.4
7D
7.6 

7
1
8
7
 

5
6
6
 7
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6
1
8
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4
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.7Z
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5
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 6
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4
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4
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52
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7
 2
0
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9

4
 4
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 5

9
4
2
0
 
3

-7i£
5
 

5
0
I
N
 
2
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4
5
 

9
1
1
1
 
1
1
1
1
 

7

m

.86
 
4
^
1
^
 

2
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3
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4
5
5
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1

9
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6
6
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8

1
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1
1
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1.7
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5
7
 4
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9
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u
 1

8
 9
1
1

3
 2
0
8

6
3
6
0

8
9
1
1

75
盤

9.9

7
9
3
8

6
2
9
5

7
 8
 8
 9

5
 4
6
 8

3
9
5

.1

7
 7
 8
9

7.0
7.6
8J
8.7

67
72
題

盟
龍

2
2
2
3

9
0
1

2.

1
2
2
 2

5
3
1
0
 

5
5
5
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1
2
&
4
 
4
 5
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 7
 
8
9
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1
1
1
1
 
1
1
1
1
 
1
1
2
2

0.7
1.4
器

第

6.0
6.9

B
B
7
7
 

7
8
9
0
 

1
1
1
2

J
O
Q
9
 

7
8
 9
9

1
1
1
1

0.2
1.0
1.7
か 

1
1
1
1

2

.5Z
S
 

8
0
1
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1
 

器

0.7
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6
9
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0
^
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8
9
1
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4
3
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4
 

5
J

.7O

8
9
 9
1

3.7
4D
5.4
62

Q

6
3
0
 

1
1
2
3

6
 4
 2
 9
 

2.3
4
4
 

1
1
1
1
 

J
S
5
3
 

2
2
3
4
 

1
1
1
1
.

6.4
後

91

1
1
1
1

7
6
5
3

5
6
7
8

1
1
1
1
 

51*

4
2
9

.7 

4
5
5
6
 

1
1
X
1

3.7
後

5.9

1
1
1
1

針葉併ク リ ブそ

材 f 付 hoppus feet
BHQ.G BHQ.G
Cイン 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 (イ)

7 32 0 352 3B3 4ユ15 447 4.79 512 5.43 5.75 6.07 7
% 3.4 5 380 414 4.4 9 483 5ユ8 55 3 587 622 6.56 6.91 *
% 372 409 44 7 484 521 558 596 633 6.7 0 7.0 7 744 %
杉 399 439 4.79 519 55 8 5.98 639 6.78 718 758 7.98

8 427 469 512 555 597 640 683 726 768 811 854 8
必 । 457 5.0 2 548 594 6.39 685 7.3 1 7.7 6 822 868 913 *
% 4.8 7 535 584 633 6.81 730 7.7 9 827 8.76 925 9.73
茲 518 5.6 9 6.21 6.73 724 7.76 828 880 932 983 10.4

9 55 0 6.04 65 9 714 7.6 9 824 8.7 9 934 989 104 11.0 9
% 581 640 6.98 756 814 8.72 931 9.8 8 10.5 11.0 116 *
% 616 6.77 738 800 8.61 923 985 10.5 111 11.7 123 %

650 7.14 7.7 9 844 909 9.74 104 11.0 11.7 123 130

10 685 753 821 8.90 958 10s 110 11.6 128 1a。 13.7 ：
722 794 866 938 10.1 10.8 11.6 123 130 137 144
759 835 910 9.8 6 10.6 11.4 12.1 12.9 13.7 144 152 %
7.9 7 8.77 956 10.4 11.2 120 12.8 135 14.3 151 159

11 885 9.19 1 0.。 1 0.9 117 125 1 3.4 142 1 5.0 1 5.9 167 11
% 8.75 9.63 105 114 12.3 13.1 14.0 14.9 15B 16.6 175 *
皈 9.16 10.1 11.0 11.9 12.8 13.7 14.7 156 165 174 188 %
% 9.58 105 115 125 13.4 144 153 163 172 18.2 192 %

12 100 11.0 12.0 13.。 14.0 15.0 160 170 18.0 190 200 12
%・

%
必
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共樹グリブ
だ番 - -- 

ﾡ 〔皮付 hoppus feet)
B.H.Q.G クリフ ﾡ BHQG
(イン 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 (イン)

11 16.7 175 184 19.2 20.。 20.9 21.7 225 234 24: 11
175 1 8.4 193 201 21.0 21.9 228 23.6 2 4.5 254 263
183 192 20.1 21.1 22.0 22.9 23.8 24.7 25.6 265 2 75 %
192 20.1 21.1 2 20 23.0 2 3.9 249 25.9 268 278 28.7

12 2 00 21.0 22.。 230 24D 250 260 270 280 29D 3 0JJ | 12
20.9 21.9 230 240 2 5.0 2 6.1 271 28 2 292 3 0.3 313 必
21.8 228 23.9 25.。 261 272 283 2 9.4 3 0.5 31.5 32.6 %

j 22.7 23.8 249 26.1 272 283 295 3 0.6 3.7 32.9 340

13 23.6 2 4.8 259 27.1 283 295 30.7 31.8 33.0 342 354 13
ソ 2 45 2 5.7 270 282 294 3 0.6 31.9 331 343 3 55 368

255 268 280 293 30.6 31.9 33.1 34.4 3 5.7 370 382 弘

''. 265 27B 29.1 30.4 31.8 3 3.1 3 4.4 3 5.7 3 7.0 3 8.4 397 列

k
%
%

41
74
85
95
05

288 302 31.6 32.9 343 35.7 3 7.0 384 39.8 41.214
2 9.9 31.3 32.7 342 3 5.6 370 384 398 41.3 4 2.7 i k
31.0 3 2.4 33.9 3 5.4 3 6.9 383 3 9.3 41.3 42.8 442
32ユ1 336 35ユ1 3 6.7 3822 9.7 4124 2.3 443 458

15 31.6 33.2 3 4.7 363 37.9 3 9.5 41.1 42.6 442 45.8 4 7.4 15
% ' 32.7 343 359 3 7.6 39.2 40.9 42.5 441 4 5.8 474 490
% 338 355 3 7.1 38B 405 42.2 43.9 4 5.6 473 49.0 5 0.7
4 34.9 3 6.7 384 4 0.1 41.9 435 4 5.4 471 489 5 0.6 524,

16 360 378 3 9.6 41.4 43.3 451 469 4 8.7 5 0.5 523 54116
% 372 39.1 4 0.9 4284 4.6 46.54 8.4 5025 2.1 5 3.9 5 5.8 | %
% 384 403 422 441 4 6.1 480 49.9 51.8 53.7 5 5.6 576
%395 41.5 435 455 4 75 4 9.4 51.4 5 34 554 573 5 93 j

17 4 0.3 4 2.8 4 4.8 46.9 489 51.0 5 3.0 550 571 591 61.1 17
X ' 4 2.0 4 4.1 462 483 504 52.5 54.6 5 6.7 588 60.9 63.0 %
% 43.2 454 47.6 4 9.7 51.9 540 5 6.2 584 6 05 6 2.7 64.9
% 4 45 4 6.7 4 8.9 512 5 3.4 556 5 7.9 601 623 6 45 667

18 458 481 503 52.6 549 572 59.5 61.8 641 6 6.4 68.7 18
チ I *
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t業6グ リ プ

座 hoppus feet) 1
BHQ.G
(/ン) 30 31 32

今リフ番号

33 34 35 36
R.HQ.G

37 38 39 40 (イン)

〇 
1

彳％
4
 

X/

%
％

驳

必％
#

%
%
M

%

力%

%
%

必

2
 3

4
7

1.0:
2

1.7
2.1

1.0
13
1.7
2.1

3
6

4
7

4
8

4
7

6
1

4
8

7
3

4
8

8
 5

4
8

0
8
 

5
8

4
 5

5
9

翁

3.4
3.9

25
瑞

4.0

2.6
3.1
3.6
4.1

6.8
ね
8.1
8B

盤

时

9.5

0.O
1.7
貂

45
診

63

4.7
芻

6.6
M

7.7
器

72
器

9.4

1J
1.4
1.8
2.3

2.7
弱

娟

4.9
5.4
6.1
6.8

6
 1
3
 8

1
5
9
3

1
1

エ2

8
5
8
5

1
5
 9
 4
 

L
L
L

2-

と
翁

七

段

9
 8
 5
 6

1
1
2
 2

1.3
1.7
務

6
 7
7
0

2.8
33
3B
4.4

2.9
3.4
4.0
45

3.0
3.5
4J
4.7

3.0
3.6
4.2
4.8

3J
3.7
4.3
4.9

32
3B
4.4
5J

33
S.9
45
賤

1
7
 5
4

9
0
 J
 2

9
 1
L
 1

2
2

ユ0

3
 4
5
 6

M

80
ぬ
0.1

12
2.4
35
4.7

0.2
1.1
1.9
2.8

3.7
4.6
5.G
6.6

7.6
8.6
9.7
0.8

1.9
3.1
43
55

5

4

.3Z

O
1
 2
3

熊

1.4
6
 8
0
3

2.3
 5
6

2
2
2
2

52
潦

72

必
6.1
6B
7.6

器

72
8D

5S
6.6
レ
82

8
0
 5
3

4
2
9
7

7
8
8
9

7.9
8.7
9.4
10.

8J
S.9
9.7
10.

938
9
0
8

9
1
1

.62

.44
0.3
1.2

5
9
6
5

8
6
0
1

8
9
1
1

7
 4
8
8
 

0
S

O.L

9
 9
 1
1

9

7

.76
 

0
1
2
3

盥

65
Z6

8.7
9.8
0.9
2J

1
1
1
1

12
2J
3.OM

1.5
2.4
北

B

.8B
B
 

1
 2
3
 4
 

1
1
1
1

鼠

晶

2.5
貧

必

“
6.4
7S
8.6

龍

8D
9.1

62
龍

9.7

6
 8
0
 2

6
 7
9
0

1
1
1
2

7J
83
9.5
O.7

92
題

2.7

8
9
 2
 4

9
0
 2
3

1
2
2
2

3
 5
 8
0

0.L
2
 4

2
 2
 2
2

9

.14
7
 

〇 2
3
 4
 

2
2
2
2

始

40
53

0
3
6

.9 

ム5
6
 7

2
2
2
2

4.6
6.0
73
8.7

湯

8.1
9.5

6.7
81
9.6
1.1

7.4
83
0.4
1.9
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共樹ダ リ ブ

aHQG
イ)

材 6 C皮付 hoppus feet)
B.HQ.G
Cイン)41 42

4
43

フ リ 

44
ブ

45
祈

46
号 . 

47 48 49 50

s 342 3.51 359 3.67 376 3.84 3.92 4.01 4.09 ：4
イ 3.92 4.02 411 421 431 4.4 1 4.50 4.60 4.7 0 4.30 4.90

458 4.69 t.81 4.92 503 5ユ15 526 533 5.4 9 5.61 5.72
4 524 537 550 553 5.76 589 6.02 6.15 628 6.4 2 655

5.94 609 624 638 653 6.68 6.93 6.98 7.13 727 7.4 2 5
% 6.64 6.81 6.97 714 7.30 7.4 7 7.63 780 7.97 813 830 *

% 742 7.61 7.79 7.98 8.16 835 854 8.72 8.91 909 928 ン

4 825 845 8.66 8.87 907 928 948 9.6 9 9.90 10.1 10.3

6 907 930 9.53 9.75 9.9 8 102 10.4 10.7 10.9 11.1 11.3 6
% 994 10.2 10.4 10.7 10.9 11.2 11.4 11.7 11.9 12.2 12.4
% 10.8 11.1 11.4 11.7 11.9 122 12.5 12.7 13.0 133 13.6
* 118 121 124 127 13.0 133 13.6 13.9 142 14.4 14.7

7 12B 13.1 134 137 141 144 14.7 150 153 15.7 16D 7
弘 13.8 142 145 14.9 152 155 15.9 16.2 16.6 16.9 173

14.9 1 53 1 56 160 16.4 168 17ユ 17.6 17.9 182 18.6
K 16D 168 172 17.6 180 18.4 188 19.2 195 19.9

171 175 17.9 184 188 19.2 19.6 201 2 0.5 2 0.9 21.3 8
183 187 192 196 20ユ1 2 0.6 21.0 215 21.9 22.4 22.8 *

レ 195 20.0 20.4 20.9 21.4 21.9 22.4 22.9 234 238 243 弘

2 0.7 212 21.7 22.3 228 233 238 243 24.8 2 5.4 2 5.9 %

22.0 225 231 2 3.6 24.2 2 4.7 253 258 2 6.4 2 6.9 275 9
% 232 23.8 24.4 2 5.0 25.6 262 26.7 27.3 27.9 285 29ユ i

. % 2 4.6 252 258 265 271 2 7.7 283 28.9. 295 30.2 3 0.8
260 26.6 27.3 2 7.9 28.6 292 29.9 30.5 31.2 31.8 32.5

274 281 288 2 9.4 30.1 30.8 31.5 322 329 335 342 | 10・ 28.9 2 9.6 30.3 31.0 31.8 32.5 33.2 33.9 34.6 354 36.1
% 304 31.1 31.9 32.6 33.4 342 3 4.9 3 5.7 36.4 372 379 必

% 31.9 32.7 335 343 351 359 3.6.7 375 383 390 398 ’

11 33A 342 351 3 5.9 3 6.7 3 7.6 3 8.4 392 401 4 0.9
•

41.8 11
K 350 3 5.9 36.8 3 7.6 385 394 40.3 4 1.1 42.0 42.9 43.8 必

% 36.6 3 7.5 3 8.4 394 4 0.3 41.2 42ユ 4 3.0 43.9 44.9 45.8
383 393 4 0.2

ヘ•
41.2 42.1 43.ユ 4 4.1 4 5.0 460 4 6.9 4 7.9 %

SS. -

+樹グ リ ブ

26.7 27.6 28A 292 301 30.9 31.7 32.6 3334
280 289 298 30.6 31.5 324 333 311 350
293 302 31.1 32.0 330 33.9 388 35.7 366
306 316 326 335 3$45 3354 364 3374 38.3

hoppl feet
BHQG i
(インチ) 1 30 31 32 33 34

•
35 6 37 38 39

BHQG
40 (インチ)

11 11 X

9.7

2こ..

263
275
287

30.。 31.。 320 33.。 340 35.。 36.。 370 38D 39.。 40.0 12
313 32.3 334 34.4 355 365 3 7.6 386 39.7 4 0.7 41.7
32.6 33.7 3 4.8 3 5.9 37J 381 392 40.2 41.3 42.4 435
34.。 35.1 36.3 3 7.4 :85 397 40.8 4 1.9 431 442 453 *
3 54 3 6.6 3 7.7 3 8.9 4 0.1 413 42.5 4 3.6 4 48 4 6.0 4 72 .13

※ ! 3 6.8 380 39.2 40.5 41.7 4 2.9 4 4.1 4544 6.6 478 4 90
392 395 40B 42.。 433 44.6 45.9 471 484 49.7 51.0

%! 3 9.7 41.。 42.3 43.6 45.。 16 47.6 48.9 50.3 51.6 52.9 4
425 4 3.9 453 4 6.7 48.0 494 5 0.8 52.1 53.5
4 4.1 4 5.5 4 6.9 4 84 49.8 51.2 52.6 541 5 55
4 5.7 4 72 48.6 5 0.1 51.6 53.1 545 560 575
473 4 8.9 50.4 51.9 534 550 565 580 595

4
 

i 54.9 14
56.9
59.0
6U i

15 4 74 49.0 5 0.5 52.1 53.7 5 52 56.9 584 60.0 61.6 63.2 : 15
490 5 0.7 523 53.9 5 56 572 588 G0.5 621 53.7 65.4 4
5 0.7 523 5 4.0 5 5.7 574 5 9.1 60.8 62.5 642 6 5.9 67.6 ' ィ

524 541 5 5.9 5 7.6 593 611 62.8 64.6 663 66.1 698 , Q 4

x
%
n
 

4
%

必

71

、

J
 4
 7
 I
 

N
4
6
9
 

7
 7
 7
 7
 

3
 5
 8

ュ 

。 2
 4
 7
 

7
 7
 7
 7
 

6
 7
 9
 J
 

8

0.
之
5J 

6
 7
 7
 7
 

.78

.O2
 

6
 8

丄3
 

6
 6
 7
 7
 

9

.O1
2
 

4
 7
 9
 L
 

6
 G
 6
 7
 

6
 6
 6
 6
 

必

微

浮
 

6
 6
 6
G
 

5
 6
 6
 6

8
 8
 8
 8

比 9
 3
5

9
 1
4
 6

7
 8
 8
 8

3
 8
 2
 6

9

2

4.

7
 7
 8
 8

5
 7
 0
 2

7
 
7
 8
 8

4
 6

.8
义

3
 5
 7

0.

7
 7
 7
 8

7
 7
 
7
 7

6
 7
 7
 7
 

り

鼠
*

6
 6
 7
 7

5
 5
 6
 6

3
“ 5
 3

7
 9
 1

5
 5
 5
 6

5
 5
 5
 5

旌

72
92
1.2

325J

7.0
9I)

ユ

.09
 7

1
 3
 4

6.

6
 6
 6
 6

8
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むグ リ ブ

B.HQG
1 "

材 (皮付 hoppus feet) BHQ.G
(インPン 40 41 42 43 44 45 46 47 4 8 4 9 5 0 (
2 40D 41.。 4 2.0 4 3.0 4 4.0 450 4 6.0 4 7.0 4 8.0 490 500 1a

※ 41.7 42月 438 44.9 4 5.9 4 7.0 480 490 5 0.1 511 522 M
ソ : 435 4 4.6 4 5.7 4 6.8 47.9 49D 5 0.0 51.1 522 533 544 %
% 453 465 4 7.6 4 8.7 499 51.0 52.1 533 544 555 567

13 |472 4 8.4 495 50.7 51.9 531 543 55.4 5 6.6 57月 590 13
X : 4 90 503 515 527 539 552 564 5 7.6 58月 60.1 613 X
ソ 510 52.2 535 548 561 5 7.4 586 599 61z 624 6 3.7 K
% ! 5 2.9 542 5 5.6 5 6.9 582 595 60.8 622 635 64月 661

14 5 4.9 563 5 7.6 5 9.0 60.4 618 63.1 64s 65.9 672 686 14
5 6.9 583 598 61.2 62.6 640 654 6 6.9 683 69.7 711 X
590 60.4 61.9 634 64.9 66A 678 693 70.8 722 73.7 弘
611 62.6 641 65.7 672 68.7 702 71.8 7 3.3 748 763

1 : 632 648 66.4 68.0 695 71.1 72.7 74.3 7 5.9 7 7.4 790 15
r/ 654 6 7.0 686 70:3 71.9 735 752 768 784 801 81.7 *

ろ ! 67.6 692 7 0.9 7 2.6 743 760 7 7.7 7 9.4 81.1 827 B44 %
3/ プ4・ 698 71.6 733 7 5.1 768 7 8.6 80.3 82.0 83.8 855 873

16 72ユ 7 3.9 7 5.7 775 793 81.1 82.9 8 4.7 865 883 90ユ J6
% 74.4 763 78ユ 80.0 81.8 83.7 3 5.6 874 893 91.1 930
% 7 6.7 7 8.7 8 0.6 825 840 8 6.4 883 90.2 921 940 959

7 9.1 31.1 83.。 8 5.0 870 890 91.0 929 9 4.9 969 989

17 815 8 3.6 8 5.6 3 7.6 8 9.7 91.7 938 958 978 99.9 102 17
840 8 6.1 882 903 924 945 9 6.6 9 8.7 101 103 105
865 8 8.6 90.2 93.0 951 973 994 102 104 106 108
890 91.2 93.8 95.7 9 7.9 100 102 105 107 109 111

18 91.6 9 3.8 96ユ 984 101 103 105 108 110 112 114 18
妬 玲
%
% 必

-84-

計:樹ダ リ ブ表

/ (度付 hoppus feet)
aHQG 今西ラ番号 BHQ.G
イ 50 51 52 53 54 55 56 67 58 59 60 • • ■
6 116 11.8 120 12.2 12.5 12.7 129 13.2 134 13.6 6

• 124 12.7 12.9 13.2 134 137 13.9 14.2 14.4 14.7 14.9 ガ

% 13.6 138 141 14.4 14.6 14.9 152 155 15.7 160 163 %
% 14.7 15.。 153 15.6 159 162 165 168171 17.4 177

7 16.0 16.3 16.6 16.9 17.3 175 17.9 182 185 189 192 7
173 176 180 183 1 8.6 190 193 1ッ.7 20.。 204 207

妬 18.6 19.0 19A 19.7 20.1 205 2 0.8 212 21.6 2 2.0 22.3 y
4 ! 19.9 203 20.7 21.1 21.5 21.9 223 22.7 23.1 23.5 23.9

213 2 1.8 222 22.6 23.。 235 2 3.9 243 2 4.8 252 2 5.6 , 8
※ 1 22.8 233 2 3.7 242 2 4.7 251 255 2 6.0 265 2 6.9 274 ィ 皈

弘 243 2 4.8 253 258 2 6.3 268 272 2 7.7 282 28.7 292 ； 必

2 5.9 2 6.4 2 6.9 2 7.4 2 7.9 285 2 9.0 295 3 0.0 3 0.5 31.1 ；

275 28D 28.6 291 29.7 302 30.8 313 31.9 32.4 33.0 9
% 291 29.7 30.2 30.8 31.4 32.。 32.6 331 3 3.7 34.3 34.9 猿

y% 1 30.8 31.4 320 32.6 332 3 3.9 345 3 5.1 35.7 3 6.3 369
4 1 32.5 33.1 3 3.8 34.4 351 3 5.7 3 6.4 37.。 377 383 390- %

342 349 356 363 3 7.0 37.7 383 3 9.0 3 9.7 404 41.1 10
% 1 361 368 375 382 3 9.0 3 9.7 4 0.4 411 41.9 426 433

3 7.9 3 8.7 395 402 4 1.0 41.7 425 432 440 44.8 455
3 9.8 4 0.6 41.4 4224 3.0 4 3.8 4 4.6 454462 4 7.。 4 78

ハ

、•
41.8 4 2.6 43.1443 45ユ 4 5.9 4 68 47.6484 49.3 501 11

※ 4 3.8 4 4.6 4554 6.4 473481 4 9.。 4 9.9 5 0.8 5 1.6 5 25
% 45B 46.7 4 7.6 485 4 9.1 5 0.4 513 522531 5 4.0 5 4.9
叛 47.9 488 4 9.8 5 0.8 51.7 52.7 5 3.6 5 4.6 555 565 575 4
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ﾡ樹グ リ ブ表

材 随 (皮付 hoppus feetう

B.HQ.G BHQG
(イン 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 (イン)

12 50.。 51.0 520 53.。 540 550 56.。 570 580 590 60.0
52.2 532 543 553 563 574 58A 595 605 61.6 62.6 %
5 4.4 555 5 6.6 575 5 8.7 5 9.8 60.9 62.。 631 642 653 %
5 5.7 578 58.9 60.0 61.2 62.3 634 6 4.6 65.7 66.8 68.0 %

13 590 60.1 61.3 625 63.7 6 4.9 660 672 684 69.6 70.8 13
61.3 625 63.7 650 662 674 68.6 69.9 71.1 72.3 73.6 X
63.7 650 663 675 68.8 70.1 71.4 72.6 73.9 75.2 765 %
66.1 675 688 70.1 71.4 72.8 7 4.1 754 7 6.7 780 794 *

14 686 700 71.4 72.7. 7 4.1 755 76.8 782 79.6 81.0 823 14
71.1 72.6 740 7 5.4 7 6.8 783 797 81.1 82.5 83.9 8 5.4 X
73.7 752 7 6.7 7 8J. 79.6 81.1 82.6 8 4.0 855 87.。 885 %
763 77.9 794 80.982.: 810 855 870 886 90.1 91.6 4

15 79.0 8 0.6 822 83.8 853 8 6.9 885 90.1 91.7 93.2 948( 15
弘 81.7 833 850 8 6.6 88289.9 91.5 9 3.1 948 96.4 380 ] 必
% 94.4 861 878 895 91.2 92.9 94.6 963 97.9 99.6 101 %
% 873 890 90B 925 942 96.。 9 7.7 995 101 103 105 戈

16 9 0.1 91.9 93.7 955 97.3 991 101 103 105 106 108 16
93.0 948 96.7 98.6 100 102 104 106 108 110 112 ダ
959 978 998 102 104 106 107 109 111 113 115 时
98.9 101 103 105 107 109 111 113 115 117 119 川

17 102 104 106 108 110 112 114 116 118 120 122 17
彳 105 107-109 111 113 115 118 120 122 124 126

名 108 110 112 115 117 119 121123 125 128 130 %
% 111 113 116 118 120 122 125 127 129 131 133 无

18 114 117 119 121124 126 128 130 133 135 137 18
%
%

*
--- ..•
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附 錄 IV
材積推定値の精麼

'rhe Precision of the Volume Estmate
tariff 法による材催推定(の試密は3つの部分か、ら成つている。これを順庁をつ

て#し、附ﾡIの共例で沢めた政係を1つて、夫々の計耳例を示そう。

1) a本木から計算した平均。・ フ書号Tmはタり フ姿に合せるため四ﾡ五入して接改

icしてめる。

例では Tm='8 =31.7 (用すべさ夕 り フはK3 2である。したがつて tariff
承の調密はTu - Tm =32-31.7=0.3
材才依推定ﾡY'に合央れる相対額基propationate error P はダリフ番号の

相だ2に守しVo
p-T"r。Tm

この例では

p=32 一,31.7 = 0.009

とのW因による犯際の設率は材値権定価Y 'にPを乗ホれば求央る。

しがつて、この例では

K=P(EY' )

=0.009*14021
し力し音川には これ以外の原因に よる設迷と一に して Pを使っのが便利でゐる。

ダリフ*号を四怆五入 して 整故したため生じた以まか/る林果、材領指定価(ぶY') 
推定仰の堀限の中心にはない。中心は材ﾡ(ぷY ' であつてとれは tari ff 番

号 の 係の平均価 を使つて 求め られるも のである。

C-Y) は次式で交先 られる。

(ふY=cふY ')-k
必/があれば、この修正は、慣例として生の材ﾡ推定値(ンY' うに適用出来る。しかし 

上例lから分る様に、との修正項を無視したための影送は、 Tmが特に小さい場合を除いて、 

く催かなものである。

したがつて環場でこれを常時使うことにすると、不必晩複雑さ を増し、特に、正のこ 

と もあれば、負のこ とも ある。この省略による製迷は全体としては相裂されるﾡ向がある。 

2 ) 平均夕 り フ番Tmは全林木から決定する代りに標本か、ら推定されているので抽出
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誤差を含んでいる。Tm の標 察を St としにれに対向する材ﾡ定イのﾡ出整をふyt 
とする。

これらの柄的設差は都合のいいように、Tm(ZY' )の小で表わしてある。

標本木の" リ フ番号町ちTmの平方叫差から試8! はノト尔 H 来る。則法として,.

の大の推定仰を求めるためれ本木のク り フサのﾡ出復仙つてもRい。この推定ﾡは

』t==ジs区

TmC =例でiはt 3.17 の小kで表わせ 

t -375る*317 *Tm

=0D25xTm

2 8炎に示してある表を利用して求め られ る。 C のには臼 々 な大 さの1偏きと 範出

の理論的比名が示してめる (Snedecor 1946,Jeffers,1952)

とのmではあるが余り正ﾡでない8t の定方法を、ここではNっことにする。

この例では』木のグ リ フ号は2 4～3 8である。したがつて

rt= 38-24 =14
2 8炎

ﾡ開/ﾡ納仙逃の比

n r/vの平均f n [%の平均紙

2 う 3.73

3 1.6 9 3 0 4.0 9
4 2.。 6 5 0 .1 4.50

5 2.33 7 5 ..! • 4.8 1
6 2.5 3 10 0

7 2.70 ； 150 5.3

8 ■ 2.85 2 0 0 • .；
9 2.97 3 0 0 ■ 5.8

10 3.0 8 5 0 0 ；.6.1

15 3.4 7 7 0 0
•• ■ ■■ * ー ャ孫 零零

6.3
--- - --------------- -- ・ - ・ ・ ・* 1 .

伐倒した標本木数(t は22である。表からn=22に対する比r/の は略3.75
である。とれに最も近表のMはn=20に対する3.73である。したがつて

- = 375
14

3.75s = 5
ただい Sは木のダ り フ号の標11産である。Tmはnt 個のつグ り フ番号の平均で 

あるからTm の標準偏整は

88

上述山つ卜にダ リ プrサの比例(PFOpOrtionat deviationは村積の比例 

試差にしいから

ガyt -0.025*GY' )

=0025*14021
3 ) 今林木か、らではなく採本木のﾡ定で推定ナる平均川囲クm したがつて平均材積— 

は材領(ぶy ' )は曲出調A率を合んでいる。ymのrmAを』mcれに対応するす。o 

ni の成分をSg,(ぶY'うの標神担迷の成分をSyg で表わすととにする。この標調 

空は都合の貴いへよっに夫々m、 y' (三Y' )の小数で式わしてある。

&初に』m «計しな くて*、 四縦毎に流応する。ッ フTu で4え eれる材ﾡ(Y' か、 

e』g と決定山業る :ダKは平均材y 'からの各ル囲版の材帥の平方側室か、ら計算さn 
るが、災用的にはﾡ団/切ペ表*ﾡつてgの大の ・でpり、

との方法をと、では1う こ とにする。

例 えﾡの純げは 9 イロー 3 けすであ り、相当す る タリフ C Tu=32 ) cよる この層囲 

に担当する材積は夫々15.6 - 1.09hoppus feet である。

このお虫範闘rK は次式で求まる。

rg=1 8.6-1.1=17.5
届四を調つた本数7g は2 1 8でoる。衣から力 =2 1 8に対ナる比r /"は締5.5であ 

る。cnにも 近い表の値は n=20 0に対する 5.5である。

YF=5.5
・-5s-で_ .

たゞし、sは平均材領y ' からのﾡ々の材ﾡの課1ﾡ差である。y 'はのg本の平均材領 

であるか らi納側差8g は 次の方程式で与え られる。

4E=高=3原7 _

これなy 'の小数で表わせば( この例ではy '=6.43 hoppus feet〕

* = 55x125。x6a3 *テ'
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=0.033*y'

平均材領の比例的ﾡ空は 全材ﾡの比例的側差と等しいか ら

8g=0.033*(ぶY' )

=0.033*1 4021

各nの原に 上 るぷ遊の協合

The Combination of Errors from Different Sources

材伝推定ﾡの採因整を』y で表わし、その成分8t と 』ygの様に従T上足岡

(Z Y)の小激で役わすととにする。tariff ﾡ号と周囲の川の材nの敵ばりは金総ﾡ

・のつ評本・ら推定されているから、とれに対おする部率ぷ達には相拠はない。即ち

8y = タyt +g
との例では

8y = 0025さ+ 0033 :* 14021

=0.0414*14021

5 °%時求水に よ る材硫推定仰の情堀叫界

F =Y'一k+28y

Fe =Y'ード-24y
との例では

Fi =1 402 1 ( 1- 0.0 09 + 2x0. 04 1 4 ) 
=14021*1.0738=15 060

P. =14021(1-0.009-2*0.0414

=14 021*0.9082=1273 0

材噴が15060hoppus feet (推定例 1 4,0 2 1 hoDpus feet+7.4 

"%大)より大さくなるか12730hoppus feet (推定価14,021hpusfeet 
よ り 9.2小) よ り小さ く なるの 2 0回に 1 回の㈱ 合である。

二相の堺本の適択に無作抽出法よ り系税的曲出法を似う方を附録Iで力す 卜めした。 

系統的方法は実行が容易であ り、普通一いつでも そうなる とはﾡらないが一母集団をょ く 

代表しており、したがつて正確な推定領が得られるからである。したがつて公式

s /YT

を使えば一般に真の抽出設遂/yt,ryg" の過大推定値を与える。さらに母業団会体に 

わたつているというだけで系ﾡ的ﾡ本を使えば、無作為標本で期待される もの上bの広 
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S/网、 tariff 号がら さっでみる。ゼ四/悌曲W莖犬の値は依作為 康なに 某 

用いている九ら、F比的円士で来めたﾡﾡにこの表をﾡえば帽mA塩は選大ﾡ定されるこ 

とになるだろっ。

この様にとの時の は毎作為 があるが、系出的係本に対しては 

ﾡ4西売の上けをケえるものとみなすべさである。しかして上曜と下成はF, とr 
に対む る。ポ成的抽出法のつIに関けナるさらに昨組なa部についてはFinney(1948) 
のM文2参wされたい。
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附 た V

中 I 谕 ご □ ベ つ れた橋、代地の 〒 册

*
.. .. -- ・ r 1上ﾡ型(フ 

定記el[a測定時 地位

Bagshoty iindsory 
Surrey

一
 E
 E
 E
 E
 E

Healey
lorthumberland

Dilston
Nlorthumberland

pilston
Northumnberland

tew Forest, Hants

mfg浦

E.

州アカ

35 A '
36 B ,
37 L.C.
38 D 1
39 C i
74
75 : C

Brandon Farks
Suffolk

Glendye
K ncardine

Balmoral
Aberdeen

Evanton 
Ross-shire

seafield, Moray

. 76 D
E. 77 B

E. 80 A
, E. 81 B
i E.103 C

E.104 B

E.130 L.C
i E.131 A

Broomhilly
Inverness-shire

エ

窮

力
*

冨

器

器

s.
s.
s,
s,s
s
 

s
s
 

C
6
S
S
S

B
e
 

B
 D
 

B
 D
 

B

c/DD
 B
 D
 D

一

聲

38
40
49
翳

馔

71J
82
女

30
讖

41
43
氏

勞

嚮

城

IV
IVU

III
III
バ
ロ 

ロ

ロ

1V
1V
ロ I
 

ロ
ロ 

m
n

一
 

—

.

.

.

. i
n
 

一
 
- 
;

彳.I i
l
l ;
 l i
l
!
 ;

・
1
!
;

—
！

・
 

—I

— 
：
： :
' i
 I

■

現

嚮

思

讎

気

嚮

會

浮

•
後

纖

務

器

乳

II

III
III

III
III
III
III
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上胆昭 (フー上 )
ロット 調定回】 改 ’ オ1e5j時 ' 最1時 地位立級1回施!時 「ﾡ15起F地位証地 方 ： ブロブトワ間牧H 消!定回政

コルシカ マツ

Minehead E. 46 B V 5 35 602
63 II

Somerset E. 47 ; C | 6 jl 324 III

Highclere E. 57 , ■ い1』 ぱ I
Hants E.58 1 B 4 42 : i

Highclere E. 59 B i 4 38』 6 ェ
Hants E. 6O* D | 4 37 66 ;エ

Delamere
Cheshire

E. 66 ：
E. 67

73
69

Sherwood Forest
Notts- -

E.118 :
E.126

B 5 !：
5

39
39

金

伐倒訓査し た標ﾡ地**ペ-ママ卒マ番---- ・ ・ - ・ = =

Fvie
rdeenshire

Cressage 
Shropshire

Haldom 
Devonshire

Highclere
Hants

Highmeadow
Forest of Dean

Tintern
Monmouth

Haystoun, 
Peebles

Haystoun
Peebles

*

B
C
D
 

D
D
B
 

B
 D
 

15
16
172

 

• 
• 
• 

•
•
•
 

• 
• 

E
 E
 E
 

E
E
E
 

E
 E

E.1050とうB
E.125(と2)D I

| 1
E&W.1 D 1

C/D 'E&W.2
E&W.3 C
S. 1
S. 2 5
S. 3 B
S. 4 D

- 9

工
工

u
n
u
 

I
n
n
 

n
l
 

n
n
 

l
u
m
 

提

ザ

-
-
 

I
:
 

I
_
_
_

F

 

蠟

姦

外

相

露

鏡

 

I

m

 
.
-
-
-
-
-
-
-
i
.

• 

•- 

-
- 

434
後

脅

双

認

器

软

羅

翁

 

〃

リ

リ

ル
^

—
-

-
-
-
 

1
 

5
3
5
 

4
6
6
 

3
3
 

4
 4
 

7
6
7
 
.
5
5
 

5
5

Shambellie
Kirkcudbright

iurthly
Perthshire

seafield
foray

shambellie
Kirkcudbright

Drummnond Hill, 
Perthshire

s
 s
 s
 

s
 s
 

s
 s
 s
 

s
 s
 

s
 S

N

 

厶5
 

ム5
6
 

6
 7
 

ム5
 

2
 

2
2
 

4
 4
 4
 

6
 6
 

7
 7

c
 

C

B
 D
 
• 

D
 B
 

• B
 D
 

D
 B
 

C
 D
 

L
 

L

力 州 欧

S・-03AとB 
S.104AとB

C
D

义カラマ
Stourhead E. 54 D
Wilts E. 55 B

E. 56 C

Hafod Faur E 1.112 C
Merioneth E 1.113 c

E W.1l14 c
E W.115 C

Kirkennan Hill S. 27 D
Kirkcudbright S. 28 C

Dunach s. 54 B
Argylshire S. 55 D

Ardgowan S. 58 B
Renfrewshire S. 59 D

6
 6
 6
 

5
5
 

6
6
6
 

5
 5
 

5
5
 

3
3

6
 6
 6
 

3
 3
 3
5
 

6
 6
 

4
 4
 

4
 4
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昊 

毋
7
 

0
 0

925
3
 

3

6
6

3
3

£
8
 8

9i7

?

5

M

4

4i
9i9

 

3

II 
III 
II

II 
II

1 I工 
工工

1 II

III 
III

II 
II

II 
II

9
 

赞

 

7

%

9i
ム

0i2

・

646
 

7
 

喘

II 
II
II

V
V 

III 
II

II 
II

II 
II

II 
II



一粤」 ブョット番号 測定网故

上

*1に7 ・149で7地 位

Benmore; Argyll S. 99 1 ・

Bovmont, Kelso, S.109 L.c
Boxburgh S.110 D :

Inverliever, S.120 ! D
Argyll

Knapdale, Argyll j S.121 C/D •
S.122 ； C/DL ___

_依4
Highclere, E. 61 D「
Hants E. 62 a

Hexham E. 78 B ；
Northumberland E. 79 C

Tintern E W. 99. DMonmouthshire E W.100 C
J E W.101 B

Dumfries s. 5 D
1 S. 6 B

Grandtully s. 48 D
Perthshire S. 49 日 i

Grandtully s. 50 D
Perthshire S. 51 日

*Bowmont, Kelso, S. 85
••B

Roxburgh S. 86 C
S. 87 D
S. 88 L.C

4 55 68
1 ■ 1
'II

4 !59 69 III| 59 70 III

3।ム地 I

27 38
! I

262 I

ゥ ヒ

4 44 8 I
4 1 ムム I

つ 53 inス
• 53 in

4 I
4 I
4 I

1
38本
38 1

70
66

II
II

6
40き

75
6 78a ; II
5 J

67
61

I
5 II

5 47 II工
5 ・ 46 III
5 48 III
5 47 III

1 1
'上用

座 1
地 方 i プロツ トiir号 Hliit郡 頑定回終 i オi回Nj1 44 地 位z

Fカト ラ こ • •
Fenwick i E. 69 C 32 ；55 IV
Nort humb erland E. 70 B 27 III

Dumfries S. 9 c 6 4 9 II

Drumlanrig, 
Dumfries

s. 73 B/C 5 50 e II

Benmore, Argyll S. eム C/D ぬ 92 IV

prummond Hill, S.105 B 4 • 62 II
Perthshire S.106 L.C 38 57 III

Corrour, S.108 C/D 4 38 ! 6a4
Inverness-shire

刀nverliever, S.116 C
*

36本

37さ
38さ

5ム II
Argyll S.117 L.C 51 II

S.118 C 55 I
S.119 L.C 5ム II

——, ___ _

*

合振当地 4つの副標地をもってい る。

Minehead, 「

Somerset
E * C/D 9 i 37 100

-95一

ベイマン

つunster, Somerset E 18 . C/D 5 872 107 II

ずortworth, Glos E..
E.

19
20

B
B

6
6

1092 
81き

130
10ム2

I
III

punster E. 4ム B 5 62
58

96 III
Somerset E. 45 D 5 • 91 III

gtourhead
" Wilts

E.
E.

52
53

B
D

ム
4

当 90
862

II
II

genwick,
’ Northumberland

E.
E.

71
72

H.C ・
D

5
5

ム7
47

弾 IV
III

rake Vrynwy, EとW.27* D ム 29 59 III
Montgomery EとW.28 L.C 4 292

47

60

76

III

1+Qrummy 
Aberdeen

・ < c 5 III
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地 方 イロッ ・ 都号

|| 上E
河定同数 羽iiボh師5

高

Tいxイ74 地 宣

ぺ - •
MAurthly, 
Perthshire

「ヌム厂 c IV

Dunach, Argyll .52 1 c ョ e 68 II

Culloden s. 79 ； D 5 I ムム 833 III
Inverness-shire ! S. 80 B I 

___ ---
5 1 ム3 ； 77 III
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